


【

中

表

紙

】

三

蔭

山

招

魂

社

建

設

の

次

第

【

１

頁

】

三

蔭

山

招

魂

社

建

設

の

次

第

明

治

元

年

の

暮

れ

幕

末

に

お

け

る

内

戦

が

奥

州

・

北

越

に

て

終

戦

と

な

り

、

こ

れ

に

参

戦

し

た

須

佐

奇

兵

隊

員

も

帰

省

し

た

。

こ

の

時

兼

重

五

郎

四

郎

(

厚

平

)

の

主

唱

に

て

隊

員

の

大

賛

成

を

得

て

招

魂

場

創

建

の

願

書

を

邑

政

堂

に

差

出

す

事

と

な

っ

た

。

願

書

時

運

の

変

転

止

む

を

得

ず

次

第

と

は

申

し

乍

ら

、

甲

子

の

年

京

師

変

動

、

引

続

き

国

事

に

死

す

る

者

少

な

か

ら

ず

、

追

々

本

藩

に

お

い

て

は

招

魂

祭

執

行

さ

れ

候

得

共

、

御

内

輪

の

儀

は

だ

其

の

儀

無

く

候

に

付

何

と

招

魂

場

開

建

仰

付

ら

れ

候

は

ば

、

甲

子

年

以

来

戦

死

忠

未

ぞ

の

者

霊

魂

を

地

下

に

慰

め

た

く

志

願

に

候

処

、

当

今

の

御

仕

組

中

御

普

請

事

総

て

御

廃

止

死の

砌

に

候

え

ば

微

力

乍

ら

私

願

主

と

相

成

り

、

尚

同

志

の

者

よ

り

心

掛

け

次

第

の

寄

附

御

許

し

を

と

げ

ら

れ

ば

合

力

を

以

っ

て

創

立

仕

度

存

奉

候

。

右

場

所

柄

の

儀

は

吉

祥

閣

古

跡

地

形

相

応

且

諸

藩

人

通

行

の

節

参

拝

の

便

宜

彼

是

此

地

に

限

り

候

様

愚

考

奉

り

候

。

左

候

は

ば

黄

泉

の

霊

魂

は

申

す

に

及

ば

ず

御

家

中

一

統

斯

迄

御

手

厚

く

仰

付

ら

れ

候

儀

と

感

涙

奉

リ

奮

発

の

一

助

と

も

相

成

る

可

く

存

奉

候

何

と

御

心

入

を

以

っ

て

御

許

容

遂

げ

ら

れ

下

さ

れ

候

間

ぞ

様

歎

願

奉

候

。

此

段

御

序

の

節

宜

敷

様

御

取

成

願

上

奉

候

以

上

。



【

２

頁

】
辰

の

九

月

兼

重

五

郎

四

郎

右

出

願

後

何

た

る

指

令

も

こ

れ

な

く

旦

つ

地

所

の

事

に

異

見

を

生

じ

た

の

で

更

に

奇

兵

隊

在

隊

帰

休

者

よ

り

追

願

せ

り

。

歎

願

奉

候

事

先

年

来

御

内

輪

戦

死

忠

の

人

員

も

少

な

か

ら

ず

候

に

付

い

て

は

其

霊

意

を

慰

め

る

為

招

死

魂

場

御

創

建

こ

れ

有

た

く

先

達

っ

て

兼

重

五

郎

四

郎

よ

リ

申

出

置

候

処

、

御

詮

儀

半

途

の

趣

に

て

今

日

に

至

リ

成

否

仰

せ

出

さ

れ

ず

に

付

、

重

ね

て

歎

願

奉

候

。

素

よ

り

必

至

御

難

渋

中

の

事

に

候

え

ば

僅

か

の

御

費

用

も

相

省

き

、

下

々

に

お

い

て

は

精

々

相

働

き

建

立

仕

度

覚

悟

に

御

座

候

。

何

と

ぞ

私

共

一

統

帰

休

中

成

の

上

祭

事

相

調

度

存

奉

候

其

御

都

合

を

以

っ

就

間

て

急

速

御

運

び

方

願

奉

候

。

も

っ

と

も

先

般

願

出

候

吉

祥

閣

の

儀

は

佛

跡

且

は

陰

地

に

て

相

応

の

霊

地

と

も

申

し

難

く

一

統

の

気

付

筋

に

て

は

御

霊

社

地

の

南

赤

禿

の

地

形

東

面

の

地

陽

に

て

、

自

か

ら

御

霊

社

地

に

引

連

な

り

返

り

の

旅

人

参

の

便

宜

を

も

っ

て

勝

地

と

愚

考

往

詣

奉

候

え

ば

速

か

に

御

英

断

を

以

っ

て

御

許

容

仰

付

ら

れ

候

様

偏

に

歎

願

奉

候

。

【

３

頁

】
辰

の

十

二

月

二

日

奇

兵

隊

人

数

中

御

沙

汰

の

写

兼

重

五

郎

四

郎

右

甲

子

以

来

国

事

に

死

す

る

者

少

な

か

ら

ず

に

付

、

招

魂

場

開

建

の

儀

に

付

願

出

の

趣

神

妙

の

事

に

思

召

さ

れ

候

。

右

は

兼

々

御

存

念

も

あ

ら

せ

ら

れ

候

処

御

軍

務

其

外

御

多

事

の

央

(

な

か

ば

)

余

儀

無

く

御

延

引

に

相

成

り

、

其

の

後

弥

増

、

御

所

帯

向

御

差

詰

に

付

い

て

は

只

今

御

手

も

届

か

せ

ら

れ

難

く

候

折

柄

志

願

も

こ

れ

有

る

儀

に

付

願

い

の

通

り

差

免

さ

れ

候

事

。

辰

・

十

二

月



口

達

を

以

っ

て

所

柄

の

儀

は

思

召

も

こ

れ

あ

り

日

限

地

藏

の

所

仰

付

ら

れ

候

事

十

二

月

十

九

日

地

所

引

渡

に

付

、

各

集

会

し

て

邑

政

堂

よ

り

市

山

淳

藏

立

会

員

と

し

て

差

出

さ

れ

同

伴

に

て

日

限

地

藏

の

地

、

字

浄

土

院

に

至

り

境

域

縄

張

り

を

な

す

。

明

治

二

年

正

月

六

日

、

浦

本

町

大

谷

丈

右

衛

門

宅

を

借

受

け

招

魂

創

建

事

務

所

と

定

め

同

場

志

者

各

々

鍬

鎌

を

と

り

て

開

墾

に

着

手

。

十

一

日

に

至

る

一

月

十

二

日

野

頭

村

よ

り

助

力

四

十

四

人

、

奥

両

組

其

外

よ

り

助

力

二

十

九

人

総

計

七

十

三

人

。

【

４

頁

】

同

十

三

日

、

須

佐

地

組

よ

り

十

三

人

、

野

頭

村

よ

り

四

十

五

人

、

西

浦

よ

り

四

十

六

人

、

外

木

挽

二

人

総

計

百

六

人

の

助

力

あ

リ

。

同

十

四

日

、

三

原

村

よ

リ

七

十

八

人

、

瀬

尻

組

よ

リ

七

人

外

に

木

挽

二

人

総

計

八

十

七

人

の

助

力

あ

り

。

同

十

五

日

、

三

原

村

よ

リ

五

十

四

人

外

に

木

挽

二

人

大

工

一

人

総

計

五

十

七

人

の

助

力

あ

り

。

同

十

六

日

、

市

街

助

力

十

四

人

宇

谷

四

人

、

東

浦

十

人

・

御

細

工

人

五

人

・

海

藏

庵

町

十

五

人

、

三

原

村

十

五

人

、

下

田

万

村

二

十

八

人

、

町

組

三

十

二

人

・

外

に

婦

女

十

二

人

総

計

百

三

十

五

人

。

同

十

七

日

、

宇

谷

組

十

人

、

沖

浦

十

五

人

・

三

原

三

人

・

押

谷

二

人

・

市

街

二

十

二

人

・

内

大

工

一

人

・

石

工

五

人

・

瀬

尻

九

人

・

内

木

挽

三

人

・

野

頭

木

挽

三

人

・

浦

東

五

十

四

人

下

田

万

六

十

六

人

外

に

婦

女

三

十

二

人

、

総

計

二

百

十

六

人

の

助

力

あ

り

。

同

十

八

日

、

尾

浦

よ

リ

二

十

七

人

、

浦

東

よ

リ

三

十

九

人

・

市

丸

組

十

五

人

・

沖

浦

よ

リ

木

挽

二

人

・

浦

石

工

一

人

・

御

細

工

人

三

人

・

三

原

村

よ

り

四

人

同

村

士

族

六

人

・

上

小

川

四

人

・

上

田

万

三

人

・

市

街

九

人

、

内

婦

女

十

五

人

総

計

百

二

十

八

人

の

助

力

あ

り

。

同

十

九

日

、

墓

標

堀

立

を

な

す

。

同

二

十

日

、

墓

標

堀

立

及

貫

抜

門

を

建

設

せ

り

。

同

二

十

一

日

休

暇

【

５

頁

】



同

二

十

二

日

、

招

魂

祭

の

準

備

を

な

す

。

同

二

十

三

日

、

旧

浄

土

院

山

の

字

を

改

め

て

三

蔭

山

招

魂

場

と

称

し

招

魂

祭

式

を

執

行

す

、

市

街

を

始

め

各

村

よ

リ

競

っ

て

酒

・

米

・

餅

等

を

献

納

す

る

こ

と

山

の

如

く

遠

近

の

老

少

男

女

相

携

立

て

参

拝

し

境

内

立

錐

の

地

無

き

に

至

る

。

式

了

り

て

数

箇

の

酒

樽

(

四

斗

入

)

を

配

置

し

て

参

拝

者

に

随

意

酒

を

く

み

飲

み

各

々

歓

び

を

尽

し

て

開

散

す

。

夜

事

務

所

に

お

い

て

祭

主

・

祭

官

其

他

関

係

者

数

十

名

を

招

宴

し

頗

る

盛

宴

な

り

。

記

一

、

地

名

は

海

藏

庵

町

三

蔭

山

と

称

す

(

旧

浄

土

院

と

云

う

建

築

の

時

に

当

り

改

称

す

)

此

の

地

元

畠

に

し

て

代

価

壱

円

三

拾

銭

六

厘

な

り

。

一

、

三

畝

拾

八

歩

の

地

を

両

段

と

な

し

、

上

段

の

中

央

に

一

社

殿

表

壱

間

・

裏

行

壱

間

半

を

設

け

楠

正

成

朝

臣

の

霊

主

を

安

置

す

。

木

一

、

社

殿

の

左

右

に

三

十

二

名

の

木

碑

を

羅

列

す

、

碑

銘

未

詳

細

別

に

記

載

す

。

一

、

建

築

は

明

治

二

年

正

月

六

日

開

拓

を

始

め

同

月

二

十

日

落

成

す

。

同

月

二

十

三

日

招

魂

祭

を

執

行

す

。

【

６

頁

】

一

、

兼

重

厚

平

の

発

起

に

よ

リ

同

盟

中

協

議

し

て

造

築

の

世

話

を

な

し

、

落

成

の

上

神

官

松

永

勝

宣

を

頼

ん

で

祭

典

を

行

う

。

一

、

寄

附

米

金

現

に

貯

蓄

す

る

事

無

し

、

入

費

の

事

件

有

る

時

は

同

盟

中

集

議

し

て

各

分

に

応

ず

る

の

寄

附

を

な

す

。

一

、

税

金

は

益

田

親

祥

よ

リ

年

々

上

納

す

。

一

、

祭

日

は

毎

年

四

月

十

五

日

、

十

月

一

日

を

定

例

と

な

す

。

一

、

造

築

以

来

年

々

の

祭

祀

料

並

に

供

物

等

同

盟

中

の

寄

附

金

を

以

っ

て

す

ま

し

来

る

と

い

え

ど

も

近

年

は

一

切

益

田

親

祥

よ

り

寄

附

の

例

と

な

る

。



一

、

同

盟

中

一

歳

両

次

集

会

し

て

招

魂

場

の

事

件

を

議

し

当

日

に

両

丁

を

雇

い

て

招

魂

場

の

掃

除

を

な

さ

し

む

一

、

祭

日

は

幕

提

燈

其

の

他

用

度

、

益

田

親

祥

よ

り

借

用

の

例

と

な

る

。

世

話

社

中

人

名

中

村

満

忠

大

谷

千

代

松

横

田

右

助

中

村

英

義

津

田

常

名

大

谷

実

継

大

草

多

計

彦

西

尾

壮

助

黒

谷

英

輔

河

上

俊

岩

本

勇

馬

山

地

乙

吉

慎

【

７

頁

】
品

川

喜

平

治

石

川

善

一

一

、

明

治

二

年

八

月

社

殿

板

葺

の

屋

根

破

損

に

よ

つ

て

社

中

協

議

の

上

寄

附

金

を

出

し

旦

益

田

親

祥

の

寄

附

あ

り

て

瓦

葺

と

な

す

。

第

弐

十

一

大

区

区

所

長

招

魂

社

経

費

並

に

墳

墓

修

繕

費

左

の

通

り

相

定

め

ら

れ

候

条

明

治

七

年

四

月

掲

示

に

及

び

候

、

内

務

省

乙

第

二

十

二

号

達

書

の

旨

を

体

し

篤

く

心

遣

い

致

す

可

く

候

事

但

祭

典

の

義

は

代

神

社

祀

官

掌

相

勤

め

年

中

経

費

は

総

て

其

の

都

度

に

は

明

細

帳

を

以

っ

て

引

受

戸

長

よ

り

申

出

可

き

儀

と

心

得

る

可

き

事

令

関

口

隆

吉

代

理

明

治

九

年

二

月

十

八

日

山

口

縣

参

事

木

梨

信

一

須

佐

村

三

蔭

山

招

魂

場

祭

祀

人

員

拾

壱

名

一

、

金

三

拾

五

円

招

魂

社

一

ケ

年

定

額

内

【

８

頁

】
金

拾

円

祭

祀

料



但

神

饌

料

は

毎

壱

人

別

に

金

弐

拾

五

銭

宛

を

給

す

金

弐

拾

五

円

修

繕

費

但

掃

除

夫

等

の

費

用

も

此

内

よ

り

支

給

す

べ

し

一

、

金

六

円

弐

拾

五

銭

墳

墓

修

繕

費

定

額

阿

武

郡

須

佐

村

三

蔭

山

招

魂

場

祭

祀

一

回

に

有

田

彦

兵

衛

忠

孝

藤

田

篤

輔

義

懐真

久

我

亀

吉

忠

行

村

岡

彦

十

郎

本

芳

川

道

助

正

義

中

村

芳

彦

金

義

原

井

直

助

政

徳

渡

辺

九

郎

明

真

金

山

義

十

郎

忠

内

田

正

一

郎

尚

武邦

山

下

範

三

郎

安

以

上

拾

壱

名

右

の

通

り

御

達

相

成

候

条

本

文

能

々

注

意

し

て

諸

事

心

得

違

い

【

９

頁

】

無

き

様

取

計

申

可

く

猶

此

旨

普

く

知

達

に

及

ぶ

可

く

候

な

り

二

月

二

十

四

日

会

議

所

戸

長
山

本

昌

三

殿

招

魂

場

人

員

録

碑

面

有

田

彦

兵

衛

忠

孝

神

霊

明

治

改

元

戊

辰

正

月

六

日

戦

死

、

山

城

国

伏

見

行

年

二

十

三

才



右

元

本

藩

領

弥

富

村

農

回

天

軍

に

加

は

リ

後

奇

兵

入

隊

碑

面

久

我

亀

吉

忠

行

神

霊

明

治

改

元

戊

辰

五

月

六

日

越

後

椎

谷

に

て

負

傷

五

月

十

日

死

病

院

行

年

二

十

三

才

右

須

佐

村

農

奇

兵

入

隊

【

１

０

頁

】

碑

面

芳

川

道

助

正

義

神

霊

明

治

元

五

月

十

二

日

戦

死

越

後

国

妙

見

行

年

二

十

一

才

右

弥

冨

村

農

回

天

軍

に

加

は

リ

後

奇

兵

入

隊

碑

面

原

井

直

助

政

徳

神

霊

明

治

元

戊

辰

五

月

十

三

日

戦

死

越

後

国

妙

見

行

年

二

十

八

才

右

元

益

田

親

祥

家

来

奇

兵

入

隊

碑

面

金

山

義

十

郎

忠

眞

神

霊

明

治

元

五

月

十

三

日

越

後

国

妙

見

負

傷

二

十

八

日

小

千

谷

病

院

死

行

年

二

十

三

才

右

元

益

田

親

祥

家

来

奇

兵

入

隊

碑

面

内

田

正

一

郎

尚

武

神

霊

明

治

元

戊

辰

五

月

十

三

日

越

後

国

妙

見

負

傷

六

月

【

１

１

頁

】

十

六

日

死

小

千

谷

病

院

行

年

二

十

二

才

右

元

益

田

親

祥

家

来

奇

兵

入

隊

碑

面

山

範

三

郎

安

邦

神

霊

下



明

治

元

七

月

四

日

戦

死

越

後

国

螺

嶽

行

年

二

十

八

才

右

元

益

田

親

祥

家

来

奇

兵

入

隊

碑

面

藤

田

篤

輔

義

懐

神

霊

明

治

元

七

月

廿

五

日

戦

死

越

後

国

長

岡

行

年

二

十

四

才

右

元

益

田

親

祥

家

来

奇

兵

入

隊

碑

面

村

岡

彦

十

郎

本

真

神

霊

明

治

元

八

月

十

一

日

越

後

国

陣

嶺

負

傷

病

院

死

同

右

碑

面

中

村

芳

彦

義

神

霊

金

【

１

２

頁

】

明

治

元

八

月

二

日

越

後

国

月

岡

負

傷

翌

年

四

月

十

三

日

死

病

院

行

年

十

八

才

同

右

碑

面

渡

辺

九

郎

明

神

霊

同

右以

上

明

治

元

年

官

軍

に

従

っ

て

戦

死

の

部

碑

面

田

村

育

藏

直

道

神

霊

元

治

元

甲

子

七

月

十

八

日

戦

死

京

師

行

年

三

十

才

右

元

益

田

親

祥

家

来

碑

面

澄

川

謙

藏

正

義

神

霊



元

治

元

年

甲

子

七

月

十

八

日

戦

死

京

師

行

年

二

十

三

才

右

同

碑

面

中

村

惣

治

藤

信

神

霊

【

１

３

頁

】

元

治

元

甲

子

七

月

十

八

日

戦

死

京

師

行

年

三

十

三

才

右

同

碑

面

中

尾

易

三

郎

宣

足

神

霊

元

治

元

甲

子

七

月

十

八

日

戦

死

京

師

行

年

三

十

二

才

右

同

碑

面

大

谷

樸

助

実

徳

神

霊

元

治

二

年

三

月

一

日

忠

死

浄

蓮

寺

自

刃

行

年

二

十

八

才

碑

面

河

上

範

三

俊

慎

神

霊

元

治

二

年

三

月

一

日

忠

死

法

隆

寺

自

刃

行

年

二

十

五

才

碑

面

上

田

亀

二

郎

健

光

神

霊

元

治

三

六

月

十

七

日

戦

死

石

州

益

田

【

１

４

頁

】

行

年

未

詳

右

元

益

田

親

祥

家

来



碑

面

梅

津

熊

之

進

正

義

神

霊

元

治

三

年

七

月

二

十

七

日

戦

死

豊

前

国

大

谷

越

行

年

二

十

五

才

右

元

益

田

親

祥

家

来

に

し

て

奇

兵

隊

入

隊

碑

面

若

月

健

造

勝

正

神

霊

元

治

三

年

七

月

二

十

七

日

豊

前

国

赤

坂

負

傷

十

月

八

日

死

病

院

行

年

二

十

二

才

右

元

益

田

親

祥

家

来

碑

面

御

手

洗

乙

五

郎

光

重

神

霊

元

治

三

年

八

月

十

七

日

豊

前

太

貫

坂

負

傷

九

月

十

九

日

死

病

院

【

１

５

頁

】

行

年

二

十

一

才

右

益

田

親

祥

領

三

原

村

農

奇

兵

入

隊

以

上

甲

子

以

来

国

事

に

勤

労

し

た

戦

死

忠

死

の

部

碑

面

小

国

融

蔵

武

彝

神

霊

元

治

三

年

五

月

二

日

病

死

行

年

四

十

二

才

(
慶

応

二

年

)

右

元

益

田

親

祥

家

来

碑

面

三

浦

政

衛

義

一

神

霊

元

治

三

年

九

月

廿

日

病

死

赤

間

関

行

年

三

十

才

右

元

益

田

親

祥

家

来

に

し

て

奇

兵

入

隊



碑

面

草

野

亀

枩

実

友

神

霊

元

治

三

年

十

月

二

日

石

州

大

田

行

年

二

十

一

才

【

１

６

頁

】

右

元

益

田

親

祥

家

来

碑

面

波

田

仙

市

忠

武

神

霊

元

治

三

年

十

二

月

廿

四

日

萩

行

年

二

十

六

才

右

元

益

田

親

祥

家

来

に

し

て

奇

兵

入

隊

碑

面

笹

倉

親

之

丞

政

義

神

霊

元

治

四

年

二

月

廿

三

日

死

行

年

二

十

五

才

同

右

碑

面

岡

村

清

蔵

忠

光

神

霊

元

治

四

年

十

一

月

一

日

行

年

二

十

五

才

右

元

益

田

親

祥

領

野

頭

村

農

に

し

て

奇

兵

入

隊

碑

面

寺

山

勝

太

郎

則

正

神

霊

元

治

十

二

月

七

日

死

【

１

７

頁

】

行

年

二

十

三

才

同

右

碑

面

寺

山

伊

勢

之

進

正

雪

神

霊



明

治

元

二

年

九

日

死

越

後

国

柏

崎

病

院

行

年

二

十

三

才

同

右

碑

面

兼

重

小

八

郎

佑

武

神

霊

明

治

二

年

十

月

八

日

死

行

年

二

十

五

才

同

右

碑

面

矢

田

助

之

進

正

義

神

霊

明

治

二

年

十

一

月

三

日

死

行

年

二

十

七

才

右

元

本

藩

領

弥

富

村

農

に

し

て

回

天

軍

に

加

は

り

奇

兵

入

隊

碑

面

松

原

六

左

衛

門

尭

近

神

霊

【

１

８

頁

】

万

治

三

十

月

十

四

日

忠

死

行

年

未

詳

右

元

益

田

氏

の

臣

に

し

て

同

家

二

十

一

代

元

尭

の

時

に

殊

遇

せ

ら

れ

元

尭

喪

に

あ

た

り

て

再

三

殉

死

請

う

も

依

っ

て

二

周

忌

に

当

り

て

屠

服

す

許

さ

れ

ず

栗

栖

直

幹

明

治

十

年

西

南

の

役

戦

死

大

谷

梅

吉

右

同

岡

部

定

一

右

同

田

中

松

藏

右

同

以

上

三

十

六

名

伊

藤

家

文

書

よ

り



【

１

９

頁

】

三

の

逕

【

注

「

復

刻

あ

と

が

き

」

参

照

】

【

注

「

復

刻

あ

と

が

き

」

参

照

三

之

逕

序

】

書

曰

以

禮

制

心

味

哉

言

也

蓋

禮

之

制

心

無

不

可

制

者

但

自

周

之

衰

禮

儀

揮

地

雖

有

賢

者

不

獲

所

以

制

之

術

於

是

初

倡

治

心

安

心

説

老

荘

儒

仏

各

道

所

見

雖

違

於

古

時

之

不

可

以

己

也

今

夷

考

数

家

其

理

致

高

妙

繊

悉

不

遺

仏

氏

之

学

斯

為

最

矣

亦

今

人

之

所

不

可

不

知

也

瀧

君

弥

八

学

究

百

家

往

年

有

問

死

生

安

心

説

者

書

以

対

焉

其

括

諸

家

大

要

列

眉

不

啻

且

言

徒

論

死

生

安

心

而

仁

澤

不

及

者

仏

老

不

容

焉

可

謂

規

箴

後

学

深

切

矣

讀

者

不

以

三

隅

反

之

則

焉

知

瀧

君

之

言

折

中

何

物

乎宝

暦

四

年

冬

十

二

月

長

門

秦

守

節

書

に

曰

く

礼

を

以

て

心

を

制

す

味

な

る

か

な

言

や

蓋

し

礼

の

心

を

制

す

は

制

す

べ

か

ら

ざ

る

も

の

な

し

但

し

周

の

衰

よ

り

礼

儀

は

地

に

揮

う

の

み

。

賢

者

有

り

と

雖

も

之

を

制

す

る

所

以

の

術

を

獲

ず

。

是

に

於

い

て

始

め

て

治

心

安

心

を

倡

う

。

老

荘

儒

仏

の

説

、

各

の

道

、

見

る

所

古

時

に

違

う

と

雖

も

己

お

の

お

の

む

を

以

て

す

べ

か

ら

ざ

る

な

り

。

今

、

数

家

を

夷

考

す

。

其

の

。

。

理

高

妙

に

至

り

繊

悉

遺

さ

ず

仏

氏

の

学

斯

に

最

も

為

す

矣

又

今

人

の

知

ら

ざ

る

べ

か

ら

ざ

る

と

こ

ろ

な

り

。

瀧

君

弥

八

、

学

は

百

家

を

究

む

。

往

年

、

死

生

安

心

の

説

を

問

う

者

有

り

。

書

を

以

て

対

う

。

其

の

括

諸

家

大

要

列

眉

、

啻

に

せ

ず

。

且

つ

こ
た

言

の

徒

に

死

生

安

心

を

論

じ

て

仁

沢

物

に

及

ば

ざ

る

は

仏

老

容

れ

ず

。

後

学

を

規

箴

す

る

こ

と

深

切

と

言

う

べ

し

。

読

者

三

隅

を

以

て

之

に

反

せ

ざ

れ

ば

則

ち

焉

ん

ぞ

瀧

君

の

言

何

物

に

も折

中

す

る

こ

と

を

知

ら

ん

や

。

宝

暦

四

年

冬

十

二

月

長

門

秦

守

節



【

右

上

】

波

田

守

節

の

序

文

第

１

頁

【

左

上

】

同

第

２

頁

【

右

下

】

同

第

３

頁

【

左

下

】

瀧

鶴

台

の

序

文

冒

頭

部

分



三

の

逕

序

こ

み

ち

予

天

性

嬾

惰

に

し

て

徒

に

年

月

を

送

り

、

犬

馬

の

齢

積

り

て

今

年

而

立

に

及

び

ぬ

。

熟

思

ら

ん

だ

い

た

ず

ら

け

ん

ば

よ

わ

い

つ
も

じ

り

つ

つ

ら

つ

ら

ひ

ミ

速

ク

て

ふ

る

に

人

間

の

一

生

は

白

駒

の

隙

を

過

る

よ

リ

に

し

て

行

水

と

共

に

待

て

く

げ
き

す

み

や

か

ま

事

を

、

黒

髪

の

乱

れ

心

儘

に

棘

の

雪

を

と

見

し

花

も

い

つ

し

聞

ず

其

頂

、

比

盛

み
だ

ま
ま

お

ど

ろ

い

た

だ

き

こ

ろ

の

さ

か

り

か

青

葉

の

梢

し

て

霜

の

と

移

ろ

う

、

有

涯

の

身

を

以

っ

て

無

窮

の

間

に

託

す

紅

葉

枯

枝

か

れ

え

う

が

い

き

ゅ

う

渺

た

る

滄

海

の

一

粟

と

東

坡

が

け

ん

も

実

さ

る

ぞ

か

し

、

た

と

古

の

齢

に

至

言

事

ひ

稀

び

ょ

う

そ
う

ぞ
く

ば

げ
に

こ

き

よ

わ

い

る

も

今

四

十

年

の

過

る

は

春

の

夜

の

夢

な

る

べ

し

、

富

貴

栄

華

は

苓

通

に

ひ

と

し

く

身

後

の

よ

そ

と

せ

え

い

が

れ

い

つ

う

み

名

も

生

前

の

酒

に

し

か

ず

と

か

や

聞

け

ば

名

を

求

め

利

を

貪

り

て

何

か

せ

ん

、

さ

は

人

い

へ

む

さ

ぼ

は

言

あ

ら

め

と

し

て

草

木

と

同

じ

く

朽

果

誠

の

人

と

や

は

べ

き

、

世

の

助

人

た

る

か

い

は

く

ち

は

て

ん

た

す

け

さ

り

と

て

数

な

ら

ぬ

身

の

い

か

で

世

の

助

と

は

な

る

べ

き

、

小

節

に

拘

わ

り

て

辺

幅

を

お

か
ず

た

す

け

か
か

へ

ん

ふ

く

さ

め

身

を

持

つ

事

石

佛

の

如

く

し

て

愚

者

の

を

ば

し

め

世

俗

の

れ

を

買

得

る

と

も

人

め

悦

譽

た
も

ぼ

と

け

目

よ

ろ

こ

ほ
ま

か

い

う

の

一

文

の

銭

に

ら

じ

、

さ

ら

ば

を

救

に

施

さ

ん

も

家

を

整

方

便

為

め

直

貧

き

ひ

乏

き

ふ

る

た

あ
た

ま

ず

し

す
く

と

ぼ

し

ほ

ど

こ

と

と

の

よ

す

が

【

２

０

頁

】

だ

に

な

け

れ

ば

い

か

で

心

に

任

せ

ん

、

し

か

し

学

び

得

た

る

端

ば

し

を

世

の

人

に

も

伝

え

、

え

独

得

し

楽

し

み

を

心

あ

ら

ん

人

に

造

（

誥

）

知

ら

せ

て

ん

は

、

自

ら

が

天

地

に

ず

世

に

立

て

る

背

ひ

と

り

つ
げ

み

づ

か

そ

む

か

志

な

ら

ん

か

し

と

夜

半

の

燈

火

に

筆

を

り

て

人

の

問

に

答

え

侍

る

物

な

ら

。

向

ひ

吻

し

こ

こ

ろ

ざ

し

と

も

し

ね
ぶ

【

注

「

復

刻

あ

と

が

き

」

参

照

享

保

春

戊

午

】

元

文

の

誤

り

鶴

台

山

人

序

三

の

逕
こ

み

ち

○

生

死

の

沙

汰

安

心

の

儀

に

付

て

聖

人

の

道

佛

老

の

道

の

大

略

御

尋

仰

せ

下

さ

れ

候

聖

と

人

の

道

は

天

下

を

治

め

安

ん

ず

る

の

道

に

て

候

故

左

様

の

沙

汰

こ

れ

な

事

に

候

、

易

さ

の

み

き

に

精

気

は

物

と

な

り

、

遊

魂

は

変

を

成

す

と

こ

れ

あ

り

、

廟

を

壇

を

築

が

如

く

経

候

立

在

び

ょ

う

だ
ん

つ
き

ま
す

祭

る

時

は

其

所

鬼

神

是

を

精

気

物

と

為

と

申

候

、

祭

る

人

も

な

く

舎

る

べ

へ

舎

集

り

候

、

や

ど

り

な
る

や
ど

き

所

も

な

き

魂

気

は

天

地

の

間

に

遊

し

て

様

々

の

を

い

た

し

候

、

是

を

遊

魂

変

を

為

行

災

こ

ん

き

わ

ざ

わ

い



れ

委

鋪

す

と

申

候

故

に

古

の

聖

人

鬼

神

祭

祀

の

禮

法

を

治

め

置

候

、

奥

深

き

道

理

あ

り

て

し

ほ
う

お

く

ふ

か

く

わ

し

き

【

２

１

頁

】

事

は

平

人

の

知

ら

ざ

る

義

な

り

。

孔

子

も

い

ま

だ

生

を

し

ら

ず

い

ず

く

ん

ぞ

死

を

知

ら

ん

と

宣

候

。

生

前

の

事

さ

え

知

り

が

た

く

候

、

し

て

死

後

の

事

は

知

ら

れ

ぬ

儀

に

て

候

、

聖

ま

の

た

ま

い

人

の

道

は

天

を

敬

を

第

一

と

い

た

し

候

、

鬼

神

を

祭

る

も

天

を

敬

心

に

て

候

、

天

は

蒼

ふ

ふ

々

と

し

て

測

り

知

ら

れ

ぬ

物

日

月

星

辰

の

繋

り

霜

露

寒

暑

の

往

来

風

雨

雷

の

変

い

か

に

て

霆

は
か

し
ん

か
か

ら

い

て

い

へ
ん

な

る

訳

と

も

知

ら

ず

奇

妙

不

思

議

な

る

物

に

候

、

其

の

内

に

生

ず

る

人

に

候

故

天

を

敬

専

わ
け

き

し

ぎ

も

っ

ぱ

ら

候

、

天

地

の

間

事

一

切

萬

事

皆

天

の

仰

せ

付

け

ら

れ

に

て

候

、

さ

れ

ば

と

ひ

凡

の

人

お

よ

そ

し

て

死

を

悪

み

生

を

好

み

貧

賎

を

厭

富

貴

を

願

福

を

悦

び

を

嫌

ざ

る

は

な

し

、

ひ

ひ

殃

は

に
く

ひ

ん

せ

ん

い
と

さ

い

わ

い

わ

ざ

わ

い

さ

れ

ど

も

生

死

寿

夭

吉

凶

福

富

貴

貧

賎

皆

天

よ

リ

受

け

得

た

る

命

数

ひ

と

つ

と

し

禍

有

て

よ
う

き

ょ

う

か

ふ

く

め

い

す

う

て

人

の

心

に

任

せ

ず

候

、

或

は

父

祖

の

餘

慶

に

よ

り

な

が

ら

富

貴

成

る

も

あ

り

、

生

れ

ま
か

よ

け

い

或

い

は

貧

賎

の

家

に

生

ま

れ

後

に

富

貴

あ

り

富

貴

の

家

に

生

ま

れ

て

後

に

貧

賎

な

る

あ

成

り

是

皆

天

命

に

て

候

天

を

富

貴

な

る

人

は

富

貴

相

応

の

天

職

あ

り

、

奢

を

尽

し

命

受

て

て

ん

し

ょ

く

お

ご

り

を

為

の

富

貴

に

は

あ

ら

ず

、

身

の

逸

楽

を

専

ら

と

し

て

世

の

歎

き

民

の

楽

み

極

る

我

き

わ

め

た
め

い

つ

ら

く

な
げ

【

２

２

頁

】

を

顧

み

ず

宮

室

衣

食

翫

好

に

金

銀

を

費

や

し

、

酒

に

耽

り

色

に

溺

れ

乱

舞

遊

猟

に

荒

み

愁
う

れ

い

き

ゅ

う

し

つ

が

ん

こ

う

つ
い

ふ
け

お
ぼ

す
さ

て

国

政

家

事

の

天

職

を

忘

れ

し

人

は

天

誅

を

免

る

る

事

能

は

ず

、

或

は

国

を

し

家

を

亡

ち

ゅ

う

ま

ぬ

か

あ
た

ほ

ろ

ぼ

失

身

早

く

死

し

て

子

孫

な

し

、

是

皆

天

命

を

知

ら

ず

天

福

を

ま

ざ

る

人

ひ

或

は

其

嗇お
し

に

て

候

、

天

福

を

む

と

は

天

よ

り

我

に

授

け

給

う

福

分

に

大

数

の

あ

り

、

福

嗇

限

其

お
し

さ
づ

か

ぎ

り

分

を

大

切

に

し

て

み

だ

り

に

取

ざ

る

時

は

我

一

生

受

し

て

餘

慶

子

孫

に

遣

は

に

尽

さ

ず

其

つ
か

う

け

つ

く

よ

け

い

も

及

び

候

、

譬

え

ば

金

銀

の

如

し

、

一

生

何

百

貫

と

限

り

た

る

に

限

り

を

知

ら

ず

む

ざ

其

た

と

え

と

取

時

は

一

年

二

年

に

使

果

し

て

其

後

は

一

銭

な

き

貧

者

に

な

り

候

、

又

金

銀

遣

ふ

遣

ひ

其

を

大

切

に

し

て

む

ざ

と

ざ

る

時

は

我

一

生

に

用

い

餘

り

て

子

孫

ま

で

も

候

、

天

遣

は

伝

り

つ
か



道

は

福

善

禍

淫

と

て

か

り

そ

め

も

善

事

を

好

み

人

の

為

世

の

為

に

な

る

人

は

天

よ

り

福

を

授

ぜ

ん

に

さ

い

わ

し

、

い

ん

に

わ

ざ

わ

い

す

さ
ず

禍

報

其

け

悪

事

悪

心

を

さ

し

は

さ

み

不

義

放

逸

な

る

人

は

天

よ

り

を

下

さ

れ

候

善

悪

の

い
つ

わ

ざ

わ

い

む

く

い

身

一

生

に

限

ら

ず

先

祖

の

禍

福

子

孫

に

も

候

故

に

積

善

の

家

に

は

余

慶

あ

り

積

不

善

報

ひ

む
く

し

ゃ

く

ぜ

ん

よ

け

い

の

家

に

は

余

殃

あ

り

と

周

易

に

こ

れ

有

候

か

様

の

道

理

を

能

合

点

し

て

善

を

修

し

、

悪

を

よ

お

う

し

ゅ

う

え

き

よ
く

し

ゅ

う

【

２

３

頁

】

い

ま

し

め

天

命

に

背

か

ず

今

日

人

々

の

す

べ

き

事

を

勤

め

其

後

は

天

命

に

任

せ

置

候

を

君

已

そ
む

ま
か

子

の

安

心

と

申

候

、

才

智

器

量

あ

り

て

高

官

重

禄

を

得

べ

き

人

な

れ

ど

も

用

る

人

な

き

は

ゆ

き

り

ょ

う

じ

ゅ

う

ろ

く

天

命

な

り

、

保

養

を

し

て

も

死

ぬ

る

は

天

な

り

、

倹

約

を

守

り

無

用

の

を

せ

ざ

能

命

費
つ

い

え

れ

ど

も

不

慮

の

事

あ

り

て

貧

窮

に

な

る

は

天

な

り

、

身

に

罪

咎

な

け

れ

ど

も

君

父

の

難

に

命

ひ
ん

き

ゅ

う

つ
み

と
が

な
ん

よ

り

忠

孝

の

た

め

に

身

を

は

天

命

な

、

貧

賎

に

居

て

は

賎

を

天

命

ぞ

と

安

じ

、

果

す

り

貧

は
た

逢

命

安

ん

じ

ん

し

其

作

勤

難

儀

に

て

は

天

ぞ

と

分

際

相

応

に

べ

き

事

を

力

の

及

ぶ

程

安

心

し

カ

さ
い

な
す

て

上

は

吉

凶

を

天

に

任

せ

心

を

苦

し

め

ず

を

失

は

ぬ

を

命

を

安

ん

ず

る

其

命

楽

み

き

ょ

う

く
る

と

申

候

、

外

に

安

心

の

沙

汰

こ

れ

無

く

候

。

此

○

佛

家

に

は

天

命

破

し

て

因

果

を

説

、

業

報

を

談

ず

。

三

受

引

満

輪

転

生

と

て

一

切

の

生

死

苦

を

廻

は

い

ん

が

と
き

ご

う

ほ

う

だ
ん

じ
ゅ

い

ん

ま

ん

り

ん

ね

て
ん

楽

皆

業

因

の

所

感

と

観

ず

、

一

生

の

念

に

替

り

三

界

に

さ

ま

よ

う

引

れ

生

れ

死

替

り

し

ょ

か

ん

か
ん

を

生

死

の

海

に

漂

と

言

う

、

一

念

五

百

生

無

量

劫

と

て

一

念

多

念

の

執

着

に

ふ

繋

念

た

だ

よ

け

ね

ん

む

り

ょ

う

こ
う

し

ゅ

う

ち

ゃ

く

廻

付

よ

り

い

つ

と

な

く

生

死

輪

を

出

る

事

あ

た

わ

ず

、

生

死

の

源

を

悟

り

心

性

の

根

本

を

見

り

ん

ね

み

な

も

と

さ
と

【

２

４

頁

】

常

に

無

念

無

想

に

し

て

永

く

生

死

離

れ

因

果

に

ま

つ

れ

ず

慈

悲

の

心

を

衆

生

て

（

を

）

は

以

て

そ
う

脱

字

か

は
な

い

ん

が

じ

ひ

済

度

の

を

形

を

々

に

変

じ

異

形

異

類

の

行

を

な

し

て

も

と

か

く

衆

生

の

利

益

に

願

起

し

種

さ

い

ど

い

ぎ

ょ

う

な

る

を

誓

願

と

す

る

人

を

佛

と

も

菩

薩

と

も

、

心

湛

然

と

し

て

清

き

水

の

如

く

明

申

候

せ
い

た

ん

ね

ん

あ

き

ら

か

な

る

鏡

の

如

く

一

点

の

曇

な

く

眼

前

の

空

の

如

く

な

る

所

を

真

如

界

と

極

楽

と

虚

言

。

て
ん

く

も

り

こ

く

う

し

ん

に

ょ

か

い

ご
く



。

法

性

と

。

法

身

如

来

と

。

水

の

如

く

鏡

の

如

し

と

。

姑

の

譬

に

て

候

、

至

極

言

言

言

言

喩

し

ば

ら

く

た

と

え

の

儀

に

は

あ

ら

ず

心

の

根

本

は

有

に

あ

ら

ず

無

に

あ

ら

ず

色

も

無

く

形

も

無

く

佛

も

な

く

凡

か

た

ち

ぼ
ん

夫

も

な

く

も

な

く

悟

も

な

く

煩

悩

も

な

く

菩

提

も

な

し

、

山

河

天

地

草

木

禽

獣

森

羅

万

迷

ぶ

ま

よ

い

さ

と

り

ぼ

ん

の

う

ぼ

だ

い

き

ん

じ

ゅ

う

し

ん

ら

ば

ん

象

一

切

諸

法

皆

心

の

所

現

に

し

て

奇

妙

不

測

言

句

の

及

ぶ

所

に

あ

ら

ず

心

を

離

れ

て

世

界

な

し

ょ

う

し

ょ

げ

ん

き

し
き

ご

ん

く

譬

く

世

界

を

離

れ

て

心

な

し

、

心

の

外

に

佛

衆

生

も

な

く

心

の

外

に

過

去

未

来

現

在

な

し

、

か

こ

み

ら

い

げ

ん

ざ

い

た
と

ば

鏡

の

如

し

影

を

写

す

を

以

っ

て

鏡

あ

り

鏡

の

外

に

な

く

を

離

れ

て

鏡

な

し

影

へ

影

影

う
つ

は

鏡

の

に

し

て

鏡

は

の

鏡

な

り

、

心

は

法

の

心

に

し

て

法

は

心

の

法

な

り

影

影

心

人

々

本

具

の

佛

性

に

し

て

一

切

衆

生

本

来

成

佛

と

、

有

無

色

相

其

即

言

。

す

な

わ

ち

ほ

ん

ぐ

し

き

そ

う

【

２

５

頁

】

を

離

れ

た

る

心

な

れ

ば

成

佛

と

言

う

も

所

得

無

く

と

言

う

も

無

所

得

な

り

、

唯

本

来

の

悟

と
く

さ

と

り

面

目

自

己

の

心

源

を

悟

り

て

成

佛

す

る

な

り

成

佛

し

た

り

と

て

世

ず

死

再

此

へ

生

れ

じ

こ

さ
と

ふ

た

た

び

ざ

る

に

は

あ

ら

ず

生

死

に

心

を

動

ぜ

ず

生

は

生

に

安

ん

じ

死

は

死

に

安

ん

じ

て

生

死

と

も

に

ど
う

無

念

無

相

な

る

を

生

死

輪

廻

を

離

る

る

と

言

。

是

法

住

法

位

世

間

相

常

住

と

て

此

世

界

は

り

ん

ね

い

つ

ま

で

も

此

の

世

界

な

り

、

此

の

世

界

の

外

に

別

に

世

界

な

く

生

死

を

離

れ

て

別

に

行

き

先

き

も

な

し

無

念

無

と

も

一

生

の

間

何

事

も

思

わ

ず

す

ぎ

て

念

を

起

さ

ぬ

に

は

あ

ら

想

言

お
こ

ず

。

も

し

左

様

の

人

あ

ら

ば

、

死

人

に

同

じ

く

を

移

さ

ぬ

鏡

の

如

し

念

々

生

じ

て

や

ま

ず

、

影

う
つ

に

あ

ば

喜

こ

び

怒

る

べ

き

時

は

怒

る

、

是

真

心

の

妙

用

な

り

さ

れ

ば

六

祖

は

百

喜

へ

即

よ

ろ

こ

び

よ
ろ

い
か

い
か

す

な

わ

ち

も
も

の

思

を

断

ぜ

ず

と

言

。

伝

心

法

要

に

は

縁

に

応

じ

縁

則

寂

な

り

想

遇

ば

随

て

息

ば

そ
う

だ
ん

え
ん

あ
え

し

た

が

っ

て

や

め

ば

じ

ゃ

く

と

。

今

の

念

し

ば

ら

く

も

止

ま

ら

ず

未

来

の

念

ま

た

に

し

も

あ

ら

ず

是

を

不

生

言

り

無な
き

言

即

不

滅

と

。

心

に

生

死

涅

槃

な

し

、

生

死

即

ち

涅

槃

な

り

心

に

迷

悟

真

妄

な

し

煩

悩

ふ

め

つ

ね

は

ん

ぼ

ん

の

う

す

な

わ

ち

【

２

６

頁

】

菩

提

な

り

、

假

の

世

を

常

住

な

る

と

思

世

界

を

安

楽

な

り

と

思

人

我

の

相

を

物

ひ

此

ひ

だ
い

か
り

が

そ
う

身

を

浄

き

物

と

思

心

性

の

源

を

知

ら

ざ

れ

ば

常

楽

我

浄

皆

顛

倒

な

り

、

悟

れ

ば

立

此

ふ

き
よ

じ

ょ

う

ら

く

が

じ

ょ

う

て

ん

と

う

法

は

一

切

諸

法

な

り



ま

ま

常

楽

我

浄

な

り

是

を

佛

の

四

徳

と

、

教

家

に

は

空

仮

則

此

身

此

世

其

申

候

と
く

く

う

け

中

の

三

諦

有

門

空

門

非

有

非

空

亦

有

空

の

四

門

を

、

一

心

三

観

一

念

三

千

な

ど

様

々

亦

立

た
い

ひ

う

や
く

が
ん

の

名

数

階

級

あ

れ

ど

も

畢

竟

は

非

三

非

一

実

相

中

道

の

理

に

て

煩

悩

即

菩

提

生

死

即

極

り

め

い

す

う

か

い

き

ゅ

う

ひ

っ

き

ょ

う

じ

っ

そ

う

そ
く

ぼ

だ

い

涅

槃

を

至

極

と

す

、

密

家

に

は

諸

法

本

不

生

の

理

に

拠

て

十

界

の

當

躰

を

直

に

毘

盧

の

身

み

つ

け

よ
っ

と

う

た

い

じ
き

び

る

土

と

し

凡

夫

の

三

業

を

即

ち

佛

の

三

密

と

す

る

故

に

即

身

成

佛

と

。

禅

家

に

は

に

言

纔

そ
く

わ

ず

か

文

字

言

句

に

渉

れ

ば

妙

心

の

當

躰

に

あ

ら

ず

階

級

を

て

修

行

に

日

を

暮

ら

す

は

手

ぬ

る

き

歴

わ
た

か

い

き

ゅ

う

へ

し
ゅ

故

直

に

人

々

自

具

の

佛

性

を

見

付

け

て

成

佛

す

故

に

直

指

人

心

見

性

成

佛

と

言

。

家

々

諸

種

じ
き

じ

ぐ

じ

き

し

の

異

説

あ

れ

ど

も

皆

佛

説

な

り

、

五

時

四

教

大

乗

小

乗

な

ど

し

ば

ら

く

差

別

あ

り

と

い

え

ど

い

せ

つ

き

ょ

う

じ

ょ

う

も

眼

明

ら

か

な

ら

ば

皆

大

乗

な

り

、

眼

な

け

れ

ば

皆

小

乗

な

り

、

唯

有

一

乗

に

て

法

に

二

つ

ま

な

こ

ま

な

こ

ゆ

い

う

な

し

只

是

一

な

り

、

人

根

に

利

鈍

あ

る

の

み

修

の

処

戒

定

恵

の

三

つ

に

あ

り

戒

律

を

音

行

は

り

ど

ん

か

い

じ

ょ

う

え

り
つ

【

２

７

頁

】

持

ち

禅

定

に

、

知

恵

を

く

な

り

数

息

観

水

想

観

月

輪

観

阿

字

観

な

ど

の

法

あ

り

、

入

琢

或

は

た
も

み
が

す

そ

く

が

ち

り

ん

或

い

は

經

を

讀

名

を

唱

な

ど

し

て

悪

念

妄

想

を

拂

方

便

と

す

、

佛

は

紫

摩

黄

金

の

膚

仏

へ

ふ

と
な

も

う

そ

う

し

ま

は

だ

へ

極

楽

は

西

方

十

万

億

土

に

あ

り

蓮

の

花

に

登

る

な

ど

は

皆

方

便

の

説

な

り

、

地

獄

餓

鬼

言

じ

ご

く

が

き

畜

生

等

の

六

道

も

極

楽

も

皆

一

心

の

所

現

に

し

て

心

の

外

は

何

事

も

な

し

、

故

に

經

に

は

去

ち

く

し

ょ

う

こ

此

不

遠

と

。

大

原

問

答

に

は

極

楽

と

は

無

想

国

な

り

、

往

生

と

は

頓

悟

発

明

の

名

な

り

と

言

し

お
ん

お

お

は

ら

と

ん

ご

は

つ

め

い

。

畢

の

心

性

を

明

ら

め

生

死

苦

楽

に

心

を

動

か

さ

ず

平

生

心

に

事

を

さ

し

は

言

り

竟

所

は

く

ら

く

ぜ
い

さ

ま

ず

事

を

な

す

も

無

心

に

し

て

な

し

万

事

に

執

着

な

く

罪

業

を

結

ば

ぬ

を

安

心

と

す

る

な

し

ゅ

う

ち

ゃ

く

ざ

い

ご

う

む
す

る

べ

し

。

○

老

子

荘

子

の

道

に

は

因

果

の

沙

汰

な

し

一

切

万

物

生

死

寿

夭

皆

自

然

の

道

理

に

て

天

の

な

ろ
う

そ
う

よ
う

す

に

も

あ

ら

ず

我

な

す

に

も

あ

ら

ず

生

し

自

死

す

を

物

化

と

。

天

地

の

自

ら

是

言

お

の

ず

か

か

内

は

譬

ば

四

方

六

面

の

箱

の

如

し

、

内

遍

満

し

て

自

然

に

り

て

は

人

と

な

へ

其

に

一

気

聚

た
と

は
こ

へ

ん

ま

ん

あ

つ

ま



り

禽

獣

草

木

自

然

に

散

じ

て

は

形

滅

し

て

残

ら

ず

形

は

尽

気

は

尽

る

事

と

也

れ

共

ク

さ
ん

か

た

ち

め

つ

つ
く

【

２

８

頁

】

な

し

、

り

て

天

地

の

内

に

あ

り

散

じ

て

も

天

地

の

内

に

あ

り

る

も

散

ず

る

も

我

に

聚

聚

あ

つ

ま

あ

つ

ま

お

い

て

損

益

な

し

何

又

何

ぞ

ま

ん

、

生

は

我

苦

労

す

べ

き

時

節

な

り

死

は

ぞ

悦

ば

ん

悲

そ

ん

え

き

よ

ろ

こ

か

な

し

我

休

息

す

べ

き

時

節

な

り

、

死

ぬ

る

と

は

大

き

な

る

家

内

に

よ

く

寝

入

り

た

る

が

如

し

言

ね

人

の

一

生

は

夢

の

如

し

、

吉

凶

禍

福

貧

富

貴

も

亦

夢

な

り

夢

中

に

夢

を

見

て

其

の

吉

凶

を

賤せ
ん

占

ふ

も

ま

た

夢

な

る

事

を

し

ら

ず

、

天

地

の

鑪

造

の

冶

工

陰

陽

の

炭

を

以

っ

て

万

物

化

う

ら

な

た

た

ら

ぞ

う

か

い

も

の

し

い

ん

よ

う

あ

ら

す

み

の

銅

を

鋳

出

す

事

な

れ

ば

聚

散

定

ま

り

な

く

変

化

測

り

が

た

し

、

変

化

と

は

様

々

に

移

り

替

あ

か

が

ね

い

し

ゅ

う

さ

ん

へ

ん

か

は
か

る

事

に

て

生

た

る

者

の

死

し

壮

な

る

者

の

お

と

ろ

え

菜

虫

の

蝶

と

な

り

鳩

の

鷹

と

な

り

雀

の

さ

か

ん

な

ち

ょ

う

は
と

た
か

す

ず

め

蛤

と

な

る

類

な

り

、

人

も

生

ま

れ

先

き

は

い

か

な

る

物

な

り

け

ん

死

た

る

以

後

は

馬

に

な

る

は

ま

ぐ

り

べ

き

や

鼠

に

な

る

べ

き

や

木

草

に

な

る

べ

き

や

我

し

ら

ず

、

唯

其

の

日

々

の

我

が

分

際

を

安

ね

ず

み

ぶ

ん

ざ

い

ん

じ

て

外

を

求

め

ず

心

を

痛

め

ぬ

を

道

と

す

、

死

生

も

亦

大

な

り

し

か

も

是

と

変

ず

る

事

あ

い
た

た

は

ず

と

て

生

死

程

の

大

事

な

れ

ど

も

て

心

を

動

か

さ

ず

、

ま

し

て

其

外

の

苦

楽

貧

富

曽か
つ

に

心

を

動

か

さ

ん

や

是

を

安

心

と

す

る

な

る

べ

し

。

【

２

９

頁

】

右

生

死

安

心

の

沙

汰

聖

人

の

道

佛

家

老

荘

家

の

大

意

に

候

、

外

に

大

切

如

此

猶

此

の

心

得

事

に

候

、

聖

人

の

道

は

天

下

を

安

ん

ず

る

道

に

て

候

仁

徳

を

第

一

と

有

之

故

こ

れ

あ

る

じ
ん

申

艱

い

た

し

候

、

仁

徳

と

は

世

界

の

人

を

我

子

の

如

く

不

便

に

思

い

、

人

の

為

に

我

身

の

ふ

び

ん

か
ん

苦

を

厭

ず

世

を

助

け

人

を

救

い

候

を

仁

徳

と

候

、

佛

の

道

は

慈

悲

を

専

ら

と

い

た

し

は

申

い
と

す
く

候

、

慈

悲

と

も

一

切

衆

生

虫

蟻

草

木

ま

で

も

我

身

に

て

憐

愍

す

る

事

に

て

候

、

道

申

替

あ
り

か
え

れ

ん

び

ん

ど
う

家

に

は

無

我

無

欲

に

し

て

物

と

争

は

ざ

る

を

第

一

と

い

た

し

候

、

無

我

と

は

一

切

万

物

を

我

け

む

が

よ
く

あ

ら

そ

け

＝

介

と

同

躰

一

身

な

り

と

思

て

人

を

だ

て

我

身

を

る

意

に

て

候

、

さ

れ

ば

い

か

程

身

の

行

ひ

そ

謙
へ

り

く

だ

ひ

志

故

宜

し

く

心

正

し

く

候

て

も

世

を

助

け

人

の

為

に

な

る

な

き

人

は

無

用

の

人

に

候

こ

こ

ろ

ざ

し

賢

人

君

子

と

は

申

さ

ず

候

、

生

死

の

源

を

悟

り

心

性

を

明

ら

め

候

て

も

衆

生

済

度

の

な

志

さ

い

ど



申

ひ

堕

き

を

声

聞

心

と

候

、

た

と

五

逆

十

悪

の

罪

人

は

成

仏

す

る

と

も

一

度

声

聞

の

見

に

し

ょ

う

も

ん

ぎ

ゃ

く

し

ょ

う

も

ん

け
ん

せ

し

人

は

成

仏

な

り

が

た

し

と

佛

も

れ

候

、

道

術

を

学

び

長

生

不

死

の

旨

を

明

ら

説

置

ど

う

じ

ゅ

つ

む
ね

め

候

て

も

萬

物

一

躰

の

心

得

な

く

我

を

私

欲

あ

り

て

は

虚

無

自

然

の

道

に

は

至

れ

ず

候

、

立

ら

え

し

よ

く

き

ょ

む

し

ぜ

ん

【

３

０

頁

】

然

れ

ば

孰

れ

の

道

に

も

我

を

捨

て

世

を

救

人

の

為

に

な

り

候

を

第

一

と

い

た

し

候

心

ひ

此

い
づ

す
て

す
く

得

候

て

は

、

生

死

安

心

の

沙

汰

も

無

益

の

に

候

故

序

乍

ら

申

進

候

、

又

無

之

至

猶

こ

れ

な

く

む

や

く

つ

い

で

不

も

候

は

ば

可

蒙

候

仏

老

の

道

大

略

は

の

に

候

ど

も

し

き

事

は

家

審

仰

右

通

へ

猶

委

其

お

お

せ

こ

う

む

ら

る

べ

く

く
わ

々

の

人

に

尋

ね

成

ら

れ

可

く

候

以

上

御

蒋

詡

が

竹

下

の

逕

は

塵

外

の

友

唯

二

人

あ

り

て

り

に

行

通

人

な

し

、

陶

渕

明

が

松

竹

漫

ふ

し

ょ

う

く

こ

み

ち

じ
ん

み
だ

か
よ

と

う

え

ん

め

い

菊

の

逕

は

別

に

一

家

の

乾

坤

を

な

し

て

、

を

去

り

不

義

の

禄

を

食

或

は

危

き

邦

或

は

け

ん

こ

ん

あ

や

う

く
に

ろ
く

は
ま

ざ

る

高

尚

の

な

り

予

が

は

然

ら

ず

、

中

に

聖

人

の

道

あ

り

黄

帝

老

子

の

棲

三

逕

華

こ

う

し

ょ

う

す

み

か

よ

も

ろ

こ

し

こ

う

て

い

道

あ

り

佛

の

道

あ

り

、

黄

老

の

道

は

昔

よ

り

許

由

巣

父

随

務

光

な

ど

の

如

く

世

を

離

れ

俗

卞

む

か

し

き

ょ

ゆ

そ

う

ほ

べ

ん

ず

い

む

こ

う

は
な

ぞ
く

を

絶

輩

あ

り

、

老

子

荘

子

列

子

に

至

り

て

書

を

著

し

て

旨

を

述

べ

た

り

静

清

無

為

を

宗

其

た
つ

と

も

が

ら

そ
う

れ
つ

あ

ら

わ

む
ね

せ

い

し

ん

む

い

む
ね

と

す

る

ゆ

前

漢

の

文

景

帝

の

如

く

道

を

国

家

を

治

め

し

人

も

あ

り

、

晋

の

代

に

へ

其

以

て

か
ん

ぶ

ん

け

い

て

い

し
ん

よ

専

ら

虚

無

の

空

理

を

談

じ

一

種

の

風

俗

を

な

せ

り

、

支

道

林

竺

道

生

道

安

僧

肇

の

輩

皆

清

談

き

ょ

む

く
う

だ
ん

し
ゅ

し

ち
く

じ

ょ

う

せ

い

だ

ん

に

り

て

老

荘

の

文

字

を

か

り

佛

理

を

、

後

世

又

道

観

あ

り

道

士

に

居

る

預

明

せ

り

是

あ

づ

か

あ
か

ど

う

か

ん

せ

い

ぎ

ゅ

う

は

た

い

よ

う

か

い

を

わ

た

ら

ず

【

３

１

頁

】

.

神

仙

不

死

の

道

を

修

し

祷

追

福

を

業

と

す

、

青

牛

不

渡

大

洋

海

と

て

此

方

に

は

道

教

な

し

祈

し

ゅ

う

き

と

う

つ

い

ふ

く

わ
ざ

ぎ

ゅ

う

わ

た

ら

よ
う

間

老

荘

の

書

を

其

の

道

を

慕

ふ

人

有

、

仏

道

は

秦

漢

の

時

経

像

梵

讀

て

よ

り

粗

中

華

に

伝

て

後

漢

の

時

ま
ま

よ
み

し
た

か
ん

ほ
ぼ

ご

か

ん

ぞ
う

ほ

ん

僧

等

来

し

よ

り

後

南

北

朝

に

至

り

道

弘

通

せ

り

、

道

観

仏

寺

道

士

僧

人

た

る

物

な

る

其

大

に

大

む

ね

似

寄

ぐ

つ

う

お
お

に

よ

り

へ

擔

ゆ

ゆ

、

常

に

道

釈

の

争

ひ

あ

り

北

朝

魏

周

の

代

仏

法

を

破

滅

せ

し

も

皆

道

教

を

荷

せ

し

と

う

し

ゃ

く

あ

ら

そ

ぎ

し

ゅ

う

は

め

つ

か

た

ん



な

り

、

儒

者

の

佛

法

を

破

す

る

は

梁

の

済

唐

の

傅

奕

韓

愈

等

な

り

、

是

皆

其

旨

趣

あ

り

て

へ

荀

は

り

ょ

う

じ

ゅ

ん

さ

い

ふ

え

き

か

ん

ゆ

ら

し

し

ゅ

一

概

の

論

に

あ

ら

ず

、

宗

朝

の

諸

儒

異

端

な

り

と

し

て

一

向

に

論

破

せ

し

は

性

理

の

学

其

が
い

宋
カ

い

た

ん

ひ

た

す

ら

ろ

ん

ぱ

し

ょ

う

り

仏

法

に

た

る

故

な

り

、

い

づ

れ

の

道

も

末

に

至

り

て

は

獘

な

き

事

能

は

ず

獘

似

寄

流

其

に

よ

り

つ

い

え

つ

い

え

の

み

を

挙

て

是

を

謗

る

は

不

情

の

甚

だ

し

き

な

る

べ

し

諸

子

百

家

孰

れ

も

人

情

に

本

づ

き

物

あ
げ

そ
し

じ

ょ

う

し

ょ

し

い
づ

理

を

建

立

し

た

る

道

な

ば

短

き

を

捨

、

長

き

を

取

ら

ば

何

益

な

か

ら

ん

君

に

推

て

れ

其
み

じ

か

え
き

へ

或

は

仕

父

母

に

事

り

国

天

下

を

治

め

家

を

整

ふ

る

事

は

聖

人

の

道

を

至

れ

り

と

す

べ

し

つ
か

つ

か

え

ま

つ

と

と

の

教

或

愚

俗

を

勧

化

し

か

た

ま

し

き

嫗

嬢

を

誘

か

ん

に

は

地

獄

天

堂

の

も

何

か

不

可

な

ら

ん

か

ん

げ

う

ば

か

か

み

ち

び

ご
く

ど
う

お

し

え

は

世

に

望

み

な

く

又

は

時

に

あ

ら

ず

年

家

を

譲

り

勤

む

る

業

な

く

常

に

徒

居

せ

ん

老

て

お
い

ゆ
ず

わ
ざ

た

だ

い

【

３

２

頁

】

人

の

仏

の

道

に

老

荘

の

教

へ

に

学

ば

ん

は

誠

の

な

る

べ

し

又

の

儒

者

は

入

楽

み

此

方

ほ

と

け

お
し

六

経

を

明

ら

か

に

し

く

古

今

に

通

じ

た

る

人

も

道

を

世

に

行

事

難

け

れ

ば

常

の

博

其

ふ

ひ
ろ

か
た

士

太

夫

と

は

様

て

出

家

道

士

の

類

な

れ

ば

道

の

同

じ

か

ら

ざ

る

を

論

ぜ

替

り

何

ぞ

其

な

る

其

ん

さ

ら

ば

と

て

三

教

を

一

致

な

り

と

す

る

は

林

子

が

陋

見

べ

け

れ

、

心

あ

ら

ん

人

り

ん

し

ろ

う

け

ん

好

む

所

に

て

各

道

に

入

る

し

る

べ

と

も

な

ら

ん

か

し

と

拙

き

筆

に

載

る

は

誠

の

任

せ

其

つ

た

な

の
す

ま

こ

と

逕

な

る

べ

し

。

こ

み

ち

于

時

宝

暦

十

壱

禩

歳

舎

壬

巳

冬

十

月

上

日

■

注

参

照

注

参

照

虫
損

予

揮

禿

筆

者

也

山

科

榮

陽

蔵

落

款

【

注

「

十

壱

」

と

「

壬

巳

」

は

そ

の

他

の

文

字

と

墨

色

が

異

な

る

。

後

で

書

き

込

ん

だ

も

の

と

考

え

ら

れ

る

。

ま

た

、

宝

暦

十

一

年

は

辛

巳

で

あ

る

。

】

山

科

榮

陽

蔵

と

は

山

科

太

室

（

眞

通

、

玄

牝

、

天

明

九

年

歿

。

五

十

一

歳

）

の

事

か

。

こ

の

部

分

は

謎

が

多

い

。



波

田

家

の

祖

与

一

兼

国

は

益

田

家

八

代

兼

胤

の

末

子

で

あ

る

。

秦

氏

を

継

い

で

益

田

家

に

仕

え

、

石

州

波

田

郷

を

領

し

た

の

で

姓

を

波

田

と

改

め

た

。

十

三

世

太

郎

右

衛

門

の

時

益

田

氏

に

従

っ

て

須

佐

に

移

る

。

十

八

世

重

内

兼

厚

、

宗

学

兵

学

に

通

じ

、

増

野

氏

の

女

を

娶

っ

て

三

男

四

女

を

挙

げ

た

。

長

子

貞

父

字

は

与

市

諱

は

守

節

幼

少

よ

り

学

を

好

ん

で

諸

学

に

長

じ

ま

た

京

都

に

遊

学

し

て

武

【３

３

頁

】

術

に

も

秀

で

名

声

高

か

っ

た

が

不

幸

に

し

て

病

を

得

、

い

ま

だ

家

を

続

か

ず

し

て

宝

暦

五

年

四

月

二

十

七

日

歿

、

享

年

三

十

才

。

(

一

七

五

五

)

【

３

４

頁

】文

化

十

年

並

び

に

其

後

追

々

仰

せ

い

だ

さ

れ

品

定

め

御

目

付

四

ヶ

条

共

に

【

３

５

頁

】

文

化

十

年

並

び

に

其

後

追

々

仰

せ

い

だ

さ

れ

品

定

め

御

目

附

四

ケ

條

共

に

一

、

諸

士

中

男

女

衣

服

、

上

着

、

下

着

、

裏

表

共

、

木

綿

、

是

れ

ま

で

御

定

の

通

り

相

違

無

く

候

公

儀

御

付

出

し

相

成

り

候

女

儀

衣

服

、

日

野

紬

の

肌

着

、

差

免

さ

れ

こ

れ

あ

り

候

処

、

過

る

辰

の

年

(

文

化

五

年

)

公

儀

御

品

定

に

、

右

の



類

差

止

め

ら

れ

候

通

り

、

仰

せ

い

だ

さ

れ

候

え

共

、

以

来

着

用

無

用

た

る

可

く

候

事

。

付

り

、

婚

礼

の

節

新

婦

の

衣

類

尋

常

の

通

り

た

る

べ

き

事

。

付

り

、

無

給

御

家

人

御

中

間

、

町

浦

地

方

役

人

以

下

鳶

色

梹

櫛

子

惣

て

目

立

候

染

色

差

止

め

ら

れ

候

尤

も

、

妻

女

の

儀

は

苦

し

か

ら

ず

候

事

。

付

り

、

諸

士

中

召

仕

い

の

男

女

同

断

(

前

の

通

り

)

一

、

帷

子

は

半

晒

、

下

値

の

晒

ま

で

は

差

免

る

さ

れ

候

、

女

中

帷

子

縫

模

様

縫

紋

、

鹿

の

子

類

其

の

外

高

値

の

染

一

向

に

差

止

め

ら

れ

候

事

。

【

３

６

頁

】

付

り

、

無

給

の

御

家

人

の

儀

は

地

布

に

相

限

り

候

事

。

付

り

、

諸

士

中

召

仕

い

の

男

女

同

断

一

、

上

下

横

麻

自

紋

の

文

は

勿

論

、

是

迄

拝

領

の

分

持

ち

合

せ

こ

れ

あ

り

候

と

も

以

来

着

用

差

止

め

ら

れ

候

事

。

一

、

羽

織

袴

表

裏

共

に

勿

論

木

綿

た

る

可

し

夏

袴

・

京

入

類

差

止

め

ら

れ

候

事

。

付

り

、

拝

領

の

分

た

り

と

も

御

法

度

の

品

着

用

差

止

め

ら

れ

候

事

。

付

り

、

法

躰

(

体

)

の

銘

々

は

、

御

紋

付

の

御

羽

織

其

の

ま

ま

着

用

仕

り

候

儀

苦

し

か

ら

ず

候

事

。

一

、

諸

士

中

男

女

帯

の

儀

は

、

縮

緬

羽

二

重

以

下

御

領

内

に

お

い

て

差

免

る

さ

れ

候

事

。

付

り

、

抱

帯

類

同

断

付

り

、

萩

に

お

い

て

は

公

儀

付

出

し

仰

せ

つ

け

候

人

数

の

外

は

日

野

紬



た

る

可

く

候

事

。

付

り

、

家

業

人

男

女

の

帯

、

京

入

嶋

横

紬

の

類

は

差

免

さ

れ

候

事

【

３

７

頁

】

付

り

、

無

給

御

家

人

御

中

間

、

町

浦

地

方

役

人

以

下

の

男

女

帯

木

綿

た

る

可

き

事

。

付

り

、

諸

士

中

召

仕

の

男

女

同

断

一

、

諸

士

中

男

女

両

羽

織

、

襟

物

衣

束

と

雖

残

ら

ず

天

鵡

織

(

ビ

ロ

ー

ド

)

差

止

め

ら

れ

候

事

。

付

り

、

無

給

の

御

家

人

、

御

中

間

町

浦

地

方

役

人

以

下

の

男

女

、

両

羽

織

襟

物

衣

束

絹

類

一

向

差

止

め

ら

れ

候

事

。

一

、

七

拾

歳

以

上

隠

居

の

男

女

、

十

歳

未

満

の

男

女

子

の

儀

は

本

人

同

様

の

御

定

仰

せ

つ

け

ら

れ

ず

候

え

ど

も

目

立

候

衣

類

は

用

捨

あ

る

可

く

候

事

一

、

覆

面

袖

頭

巾

、

も

と

よ

り

御

法

度

の

儀

に

候

、

右

の

外

面

体

を

隠

く

し

候

類

弥

以

っ

て

差

止

め

ら

れ

候

事

。

一

、

諸

士

中

日

傘

一

切

御

制

禁

仰

せ

つ

け

ら

れ

候

事

。

付

り

、

諸

士

中

の

女

儀

並

び

に

拾

歳

未

満

の

小

児

、

僧

尼

の

儀

は

制

外

の

事

。

【

３

８

頁

】

一

、

櫛

、

笄

は

木

類

水

牛

に

限

る

べ

し

、

尤

も

唐

木

類

並

び

に

蒔

絵

彫

、

物

一

向

差

止

め

ら

れ

候

事

。

付

り

、

家

業

人

以

下

白

木

塗

木

等

の

櫛

・

笄

た

る

べ

き

事

。

付

り

、

女

の

髪

□

、

絹

類

一

向

差

止

め

ら

れ

候

事

。

一

、

諸

士

塗

木

履

物

一

向

差

止

め

ら

れ

候

事

。



付

り

、

諸

士

中

の

女

儀

並

び

に

拾

歳

末

満

の

小

児

僧

尼

の

儀

は

制

外

の

事

。

一

、

入

家

婚

禮

並

び

に

佛

事

共

の

外

有

限

案

内

の

供

応

客

、

お

よ

そ

四

・

五

人

に

限

り

菜

数

一

汁

弐

菜

外

香

物

酒

三

べ

ん

吸

物

一

種

肴

一

種

、

軽

き

菓

子

一

種

た

る

べ

き

事

。

付

り

、

他

所

客

の

儀

は

菜

数

制

外

の

事

に

候

え

ど

も

質

素

の

御

家

風

用

捨

無

き

事

に

候

え

ば

成

る

べ

く

程

省

略

こ

れ

あ

り

候

事

。

付

り

、

佛

事

の

節

酒

差

出

し

候

儀

堅

く

差

止

め

ら

れ

候

事

。

一

、

歳

暮

其

の

外

音

信

贈

答

の

勤

合

親

子

兄

弟

聟

舅

、

本

家

末

家

契

約

間

其

の

外

に

て

も

厚

い

由

諸

こ

れ

あ

る

間

柄

の

儀

は

似

合

の

取

遣

い

勝

手

次

第

、

尤

も

右

の

中

迚

も

成

る

べ

く

程

は

省

略

こ

れ

あ

【

３

９

頁

】

.

る

可

く

候

事

付

り

、

医

家

並

び

に

旦

那

の

寺

社

へ

謝

物

同

断

一

、

礼

銭

香

典

の

儀

は

親

類

其

の

外

に

て

も

是

ま

で

の

通

り

取

遣

い

差

止

め

ら

れ

候

、

尤

も

百

疋

以

下

身

分

相

応

を

以

っ

て

取

遣

い

つ

ま

つ

か

る

可

く

候

、

其

の

余

過

分

の

事

に

候

時

は

却

っ

て

実

儀

を

失

い

風

俗

を

乱

し

候

基

に

て

候

条

其

の

心

得

肝

要

た

る

可

く

候

事

。

一

、

法

事

備

(

供

)

え

物

忌

懸

並

び

に

飾

台

、

本

家

末

家

契

約

由

緒

こ

れ

あ

る

家

人

ま

で

差

止

め

ら

れ

候

、

右

の

間

柄

に

て

も

成

る

可

く

程

は

省

略

こ

れ

有

る

可

く

候

事

。

付

り

、

右

供

え

物

親

子

夫

婦

は

贈

経

其

の

余

は

線

香

木

の

実

、

手

軽

き

品

相

供

え

ら

る

可

く

候

事

。

一

、

寺

社

勧

化

御

制

禁

の

事

に

候

、

仮

令

(

た

と

え

)

志

願

こ

れ

あ

る

志

し

の



施

物

た

り

と

て

も

御

時

節

柄

に

応

じ

身

代

相

応

の

差

別

こ

れ

あ

る

可

く

候

事

。

一

、

御

倹

約

中

御

家

人

・

町

・

地

方

共

新

作

事

差

止

め

ら

れ

候

浦

【

４

０

頁

】

尤

も

火

の

用

心

と

し

て

用

立

候

か

又

は

よ

ん

ど

こ

ろ

無

き

趣

こ

れ

あ

る

分

は

差

図

を

以

っ

て

甲

出

次

第

御

詮

議

の

上

差

免

さ

れ

る

可

く

候

修

補

、

取

繕

い

と

し

て

も

物

数

寄

に

つ

い

て

の

儀

は

省

略

こ

れ

あ

る

可

く

候

、

然

れ

ど

も

御

領

内

の

儀

は

御

国

境

、

旅

人

往

還

繁

き

所

柄

に

候

え

ば

小

破

の

修

補

怠

た

り

申

さ

ず

門

前

廻

り

其

の

外

見

苦

し

き

こ

れ

無

き

様

常

々

心

配

り

肝

要

に

候

事

。

一

、

染

物

其

の

外

万

買

調

物

相

成

る

可

く

程

は

御

領

分

に

お

い

て

相

調

え

他

国

地

所

よ

り

買

求

め

ら

れ

ま

じ

く

候

、

然

る

時

は

お

の

ず

か

ら

御

領

分

繁

昌

の

基

に

候

条

其

の

心

得

こ

れ

あ

る

可

く

候

事

付

り

、

染

物

其

の

外

万

売

物

類

、

色

、

品

、

値

段

、

不

相

応

こ

れ

あ

る

に

お

い

て

は

御

沙

汰

に

及

ば

れ

紺

屋

店

主

等

迷

惑

仰

せ

つ

け

ら

る

可

く

候

事
文

化

十

年

酉

の

正

月

御

内

意

御

触

書

案

今

般

公

儀

よ

り

衣

服

着

用

方

御

触

こ

れ

あ

り

候

に

付

き

御

内

輪

御

【

４

１

頁

】

家

来

中

の

儀

も

末

々

に

至

る

ま

で

御

法

度

の

品

は

勿

論

た

と

え

襦

袢

の

襦

袖

た

り

共

絹

類

一

向

差

止

め

ら

れ

候

、

尤

も

諸

士

中

男

女

帯

の

儀

は

御

定

の

品

苦

し

か

ら

ず

候

条

仰

せ

出

だ

さ

れ

の

旨

以

来

淫

り

に

こ

れ

あ

る

ま

じ

く

候

、

依

っ

て

心

得

の

為

先

ず

内

意

申

達

候

事

。



天

保

十

一

年

子

の

八

月

品

定

先

年

以

来

度

々

手

堅

く

仰

せ

出

だ

さ

れ

歴

た

る

と

雖

も

然

る

に

当

時

風

俗

御

取

締

り

に

付

い

て

共

の

段

公

儀

厳

重

仰

せ

出

だ

さ

れ

、

上

下

に

お

い

て

只

今

難

叶

時

宜

趣

も

こ

れ

有

り

此

の

度

思

召

し

を

以

っ

て

公

儀

仰

せ

出

だ

さ

れ

の

御

法

度

を

受

け

ら

れ

、

左

の

廉

々

改

め

仰

せ

つ

け

ら

れ

候

、

此

条

数

の

外

は

文

化

十

年

の

御

法

相

違

無

く

候

事

。

一

、

七

拾

歳

以

上

の

隠

居

男

女

共

、

日

野

紬

の

肌

着

壱

つ

御

領

内

に

お

い

て

は

差

免

さ

れ

候

事

一

、

男

女

子

共

に

三

歳

ま

で

は

是

ま

で

の

通

り

帯

放

し

以

後

は

大

人

同

様

の

事

一

、

諸

士

中

日

傘

一

切

御

制

禁

仰

せ

つ

け

ら

れ

候

事

【

４

２

頁

】

付

り

、

諸

士

中

の

女

儀

並

び

に

三

歳

未

満

の

小

児

僧

尼

の

儀

は

制

外

の

事

一

、

入

家

婚

礼

並

び

に

仏

事

其

の

外

有

限

案

内

の

供

応

客

お

よ

そ

四

・

五

人

に

限

り

菜

数

一

汁

弐

菜

外

に

香

物

酒

三

遍

ん

吸

物

一

種

肴

一

種

軽

き

菜

子

一

種

た

る

べ

き

事

付

り

、

他

所

客

同

断

一

、

寺

社

勧

化

一

向

差

止

め

ら

れ

候

事

右

の

通

り

仰

せ

つ

け

ら

れ

御

目

代

方

え

も

吃

度

詮

儀

仰

せ

つ

け

ら

れ

在

方

候

条

よ

く

よ

く

相

心

得

ら

る

可

く

候

、

尚

又

公

儀

よ

り

も

至

る

ま

で

巨

細

御

詮

儀

仰

せ

付

け

ら

れ

候

趣

に

候

え

ば

、

し

不

若

都

合

こ

れ

あ

り

候

て

は

第

一

御

為

筋

宜

し

か

ら

ず

、

た

と

え

御

宥

免

の

品

た

り

と

も

大

小

身

或

い

は

頭

人

手

付

の

並

び

も

こ

れ

有

る



儀

相

互

い

に

身

通

り

夫

々

相

考

え

謙

退

用

拾

の

心

得

肝

要

た

る

べ

く

候

、

尚

又

勝

手

向

潤

澤

等

に

仕

せ

不

相

応

の

儀

こ

れ

あ

る

ま

じ

く

候

、

尤

も

是

ま

で

は

御

ケ

条

讀

知

仰

せ

つ

け

ら

れ

候

え

ど

も

此

の

度

は

御

改

め

の

條

数

余

分

こ

れ

無

き

儀

に

付

き

此

の

段

触

れ

及

び

候

事

【

４

３

頁

】
天

保

十

三

年

寅

(

一

八

四

二

)

御

目

代

四

ケ

條

覚

一

、

此

の

度

仰

せ

出

だ

さ

れ

品

定

此

條

数

の

外

は

文

化

十

年

の

御

法

相

違

無

く

候

様

仰

せ

出

だ

さ

れ

候

処

、

酉

の

年

品

定

四

ケ

條

の

内

に

帷

子

襟

裏

・

袖

裏

の

儀

は

日

野

紬

以

下

差

免

さ

れ

こ

れ

有

り

候

処

天

保

十

一

年

の

御

法

度

、

仮

令

襦

袢

の

襟

袖

た

り

共

絹

類

一

向

差

止

め

ら

れ

候

え

ば

帷

子

草

物

襟

裏

・

袖

裏

た

り

と

も

絹

類

一

向

相

用

い

ら

れ

ず

候

儀

に

て

御

座

有

る

可

き

や

。

刎

紙

に

、

本

書

の

通

り

尤

も

帷

子

草

物

等

の

襟

裏

・

袖

裏

の

儀

は

目

立

た

ず

日

野

紬

以

下

差

免

さ

れ

候

事

一

、

諸

士

中

の

妻

女

、

京

入

嶋

相

用

い

ら

れ

ず

儀

に

て

御

座

有

る

可

き

や

刎

紙

に

、

本

書

の

通

り

相

心

得

ら

る

可

く

候

事

.

一

、

男

女

子

共

に

三

歳

ま

で

は

是

ま

で

の

通

り

帯

放

れ

以

後

は

大

人

同

様

と

仰

せ

出

だ

さ

れ

候

、

三

歳

ま

で

の

儀

は

上

着

、

下

着

と

も

京

入

嶋

襟

・

袖

紐

等

に

日

野

紬

以

下

相

用

の

儀

は

苦

し

か

ら

ず

儀

【

４

４

頁

】

に

御

座

候

や

。

然

付

り

、

百

十

日

社

参

り

等

の

節

産

衣

日

野

紬

相

用

い

候

て

も

る

可

き

儀

に

御

座

候

や

。



付

り

、

家

業

人

小

児

の

紐

相

儀

は

苦

し

か

ら

ず

儀

に

御

座

候

や

用

付

り

、

産

衣

の

儀

は

以

か

に

仰

せ

つ

け

ら

れ

る

可

き

や

。

刎

紙

に

、

本

書

三

歳

ま

で

の

儀

は

上

着

・

下

着

共

に

京

入

嶋

襟

袖

紐

等

日

野

以

下

苦

し

か

ら

ず

候

事

。

付

り

、

百

十

日

社

参

り

の

節

産

衣

日

野

紬

以

下

苦

し

か

ら

ず

候

尤

も

家

業

人

の

儀

は

日

野

紬

紐

苦

し

か

ら

ず

候

え

ど

も

産

衣

の

儀

は

木

綿

の

外

相

成

ら

ず

候

間

左

様

相

心

得

ら

る

可

く

候

事

。

未

付

り

、

無

給

御

家

人

、

御

中

間

、

町

浦

地

方

役

人

以

下

拾

歳

満

の

小

児

、

日

野

紬

の

袖

裏

帯

紐

等

差

免

さ

れ

こ

れ

あ

り

候

処

天

保

十

一

年

諸

士

中

の

妻

女

絹

類

一

向

差

止

め

ら

れ

候

え

共

三

歳

未

満

の

小

児

に

て

も

絹

類

一

向

相

用

い

ら

れ

ず

儀

に

て

御

【

４

５

頁

】
座

有

る

可

き

や

。

刎

紙

に

、

本

書

拾

歳

未

満

た

り

と

も

、

帯

放

後

の

小

児

は

絹

類

一

向

相

成

ら

ず

候

、

尤

も

三

歳

の

儀

は

是

ま

で

通

り

相

心

得

ら

る

可

く

候

事

。

一

、

諸

士

中

日

傘

一

切

御

制

禁

仰

せ

つ

け

ら

れ

、

士

中

女

儀

並

び

に

三

歳

諸

未

満

の

小

児

僧

尼

の

儀

は

制

外

の

段

仰

せ

出

だ

さ

れ

家

業

人

の

妻

女

日

傘

相

用

い

ら

れ

ず

儀

に

て

御

座

有

る

可

き

や

、

尤

も

白

張

の

傘

相

用

の

儀

は

苦

し

か

ら

ず

儀

に

て

御

座

候

哉

刎

紙

に

、

本

書

の

通

り

是

ま

で

の

通

り

諸

士

中

の

儀

苦

し

か

ら

ず

候

、

家

業

人

の

儀

は

一

統

の

沙

汰

に

及

ば

ず

尤

も

飾

り

等



こ

れ

無

く

、

白

張

の

分

は

知

行

持

に

限

り

相

用

苦

し

か

ら

ず

候

え

ど

も

扶

持

方

よ

り

無

給

に

相

成

り

候

て

は

差

止

め

ら

れ

候

間

此

の

段

相

心

得

ら

る

可

く

候

事

一

、

諸

士

中

羽

織

の

紐

絹

苦

し

か

ら

ず

儀

に

て

御

座

有

る

可

き

哉

付

り

、

家

業

人

以

下

絹

紐

如

何

に

仰

せ

つ

け

ら

る

可

き

哉

【

４

６

頁

】

刎

紙

に

、

本

書

の

通

り

諸

士

中

の

儀

は

勿

論

其

の

以

下

迚

も

同

様

相

用

候

て

苦

し

か

ら

ず

、

此

の

段

相

心

得

ら

る

可

く

候

事

一

、

諸

士

中

塗

木

履

物

一

向

差

止

め

ら

れ

、

同

じ

く

女

儀

並

び

に

僧

尼

の

儀

は

制

外

の

段

仰

せ

出

だ

さ

れ

候

処

、

天

鵝

織

(

ビ

ロ

ー

ド

)

相

用

緒お

候

て

も

苦

し

か

ら

ず

儀

に

御

座

候

哉

刎

紙

に

、

此

の

條

追

っ

て

ふ

り

紙

仰

せ

つ

け

ら

る

可

く

そ

れ

ま

で

は

先

づ

是

ま

で

の

通

り

。

付

り

、

家

業

人

の

妻

女

白

木

木

履

物

真

田

等

相

用

の

儀

緒

苦

し

か

ら

ず

儀

に

御

座

有

る

可

き

哉

刎

紙

に

、

本

書

の

通

り

苦

し

か

ら

ず

候

事

付

り

、

無

給

御

家

人

、

町

浦

地

方

役

人

の

妻

女

皮

緒

・

木

綿

緒

等

相

の

儀

は

苦

し

か

ら

ず

儀

に

て

御

座

有

る

可

き

哉

用

付

り

、

家

中

・

長

屋

者

町

浦

の

儀

は

、

木

履

物

雪

駄

相

成

ら

ず

儀

に

て

御

座

有

る

可

き

哉

、

尤

も

挽

木

履

物

御

免

、

下

駄

等

の

儀

は

苦

し

か

ら

ず

儀

に

て

御

座

候

哉

。

【

４

７

頁

】

刎

紙

に

、

本

書

一

統

相

成

ら

ず

候

、

尤

も

時

に

よ

り

用

便

と

し

て

挽

木

履

物

御

免

、

下

駄

の

類

相

用

候

と

も

是

ま

で

行

形

の

通

り



相

心

得

ら

る

可

く

候

事

付

り

、

長

屋

者

と

て

も

侍

分

に

召

仕

、

仕

成

等

こ

れ

あ

る

分

は

家

業

人

同

称

の

沙

汰

に

て

苦

し

か

ら

ず

候

事

付

り

、

妻

女

の

儀

は

木

履

物

雪

駄

苦

し

か

ら

ず

儀

に

て

御

座

有

る

可

き

哉

刎

紙

に

、

本

書

の

通

り

苦

し

か

ら

ず

候

事

一

、

真

宗

一

統

妻

女

衣

服

の

儀

は

諸

士

中

の

妻

女

同

様

と

相

心

得

居

候

て

然

る

可

き

儀

に

御

座

候

哉

刎

紙

に

、

本

書

御

沙

汰

に

及

ば

ず

候

、

然

る

と

も

衆

並

び

に

余

儀

の

儀

こ

れ

あ

る

に

お

い

て

は

、

相

糺

し

申

し

出

で

ら

れ

る

可

き

事

一

、

社

人

妻

女

衣

服

の

儀

は

諸

士

中

妻

女

同

様

と

相

心

得

居

然

る

可

く

儀

に

御

座

候

哉

刎

紙

に

、

右

同

断

【

４

８

頁

】

一

、

在

郷

住

処

の

神

主

神

官

の

妻

女

の

衣

服

地

下

役

人

の

妻

女

同

様

と

相

心

得

居

然

る

可

く

儀

に

御

座

候

哉

刎

紙

に

、

右

同

断

一

、

無

給

御

家

人

御

中

間

町

浦

役

人

以

下

男

女

の

帯

木

綿

た

る

可

く

候

様

仰

せ

出

だ

さ

れ

、

二

重

形

更

紗

形

等

相

候

て

も

苦

し

か

ら

用

ず

儀

に

御

座

候

哉

刎

紙

に

、

本

書

の

通

り

木

綿

の

上

数

多

く

の

種

類

沙

汰

に

及

ば

ず

候

事

。

天

保

十

三

年

寅

の

七

月



御

家

来

中

並

び

に

地

方

町

浦

男

女

衣

服

其

の

外

品

定

の

儀

は

前

書

の

通

り

、

追

々

手

堅

く

仰

せ

出

だ

さ

れ

、

御

改

革

以

来

は

一

入

厳

重

に

相

心

得

申

さ

ず

て

は

相

済

ま

ず

儀

に

候

処

、

年

月

相

立

近

末

に

至

候

て

は

間

々

不

心

得

の

向

も

こ

れ

あ

り

哉

に

相

聞

え

第

一

当

時

公

儀

に

お

い

て

も

毎

々

厳

密

に

仰

せ

出

だ

さ

れ

候

処

却

っ

て

御

内

論

に

お

い

て

は

、

御

家

【

４

９

頁

】

政

の

緩

み

と

も

相

見

え

候

て

は

甚

だ

も

っ

て

相

済

ま

さ

れ

ず

事

に

候

、

こ

れ

に

依

り

心

得

違

い

こ

れ

無

き

様

過

る

文

化

五

年

よ

り

追

々

仰

せ

出

だ

さ

れ

の

次

第

前

書

の

通

り

旦

此

の

度

御

改

め

個

条

を

以

っ

て

沙

汰

仰

せ

つ

け

ら

れ

候

条

以

来

此

の

旨

相

守

り

不

心

得

の

儀

こ

れ

あ

り

ま

じ

く

候

事

一

、

居

宅

表

向

有

が

か

り

の

通

り

取

繕

い

は

格

別

僅

か

に

て

も

趣

替

り

に

取

繕

い

の

儀

は

先

ず

達

し

て

物

筋

申

し

出

で

差

免

る

さ

れ

候

上

作

事

こ

れ

あ

る

可

く

候

事

一

、

家

業

人

妻

女

、

履

物

緒

、

皮

類

、

木

綿

た

る

可

き

事

嘉

永

六

年

丑

の

二

月

(

一

八

五

三

)

【

５

０

頁

】

〇

三

蔭

山

招

魂

社

建

設

の

次

第

〇

三

の

逕

序

○

文

化

十

年

並

び

に

其

後

追

々

仰

せ

い

だ

さ

れ

品

定

め

御

目

附

四

ケ

條

共

に

以

上

資

料

三

点

伊

藤

清

久

氏

提

供



【

５

１

頁

】

温

故

十

二

号

」

「

平

成

八

年

十

二

月

須

佐

町

郷

土

史

研

究

会

発

行

復

刻

あ

と

が

き

温

故

」

第

十

二

号

に

は

記

事

の

解

説

が

な

く

、

い

き

「な

り

◇

「

三

蔭

山

招

魂

社

建

設

の

次

第

、
」

◇

「

三

の

逕

序

、
」

◇

「

文

化

十

年

並

び

に

其

後

追

々

仰

せ

い

だ

さ

れ

品

定

め

御

目

付

四

ヶ

条

共

に

」

の

順

に

本

文

が

始

ま

っ

て

い

ま

す

。

こ

れ

ら

資

料

三

点

は

須

佐

の

伊

藤

清

久

氏

が

提

供

さ

れ

た

も

の

で

す

。

こ

の

う

ち

特

に

「

三

の

逕

序

」

は

こ

の

ま

ま

復

刻

す

る

と

読

者

に

大

き

な

誤

解

を

与

え

る

恐

れ

が

あ

る

と

考

え

、

「

」

。

て

こ

の

あ

と

が

き

を

付

け

る

こ

と

に

し

ま

し

た
伊

「

三

の

逕

」

は

実

は

瀧

鶴

台

が

書

い

た

文

章

で

す

。

藤

家

蔵

書

の

原

本

は

波

田

（

秦

）

守

節

が

亡

く

な

る

一

年

前

の

宝

暦

四

年

（

一

七

五

四

）

に

筆

写

し

た

も

の

で

守

節

が

書

い

た

序

文

が

冒

頭

に

追

加

さ

れ

て

い

ま

す

。

し

か

し

注

意

深

く

見

る

と

、

末

尾

に

山

科

榮

陽

が

「

予

Version 1.0

揮

禿

筆

者

也

（

禿

筆

＝

自

作

文

章

を

謙

遜

し

た

語

）

」

と

く

ひ

つ

と

記

し

て

い

ま

す

。

つ

ま

り

、

伊

藤

家

蔵

書

の

「

三

之

逕

」

は

波

田

守

節

が

写

し

た

写

本

を

更

に

山

科

榮

陽

が

宝

暦

十

一

年

（

一

七

六

一

）

に

書

き

写

し

た

も

の

で

、

筆

跡

は

山

科

榮

陽

の

も

の

で

あ

る

事

に

な

り

ま

す

。

所

が

「

温

故

」

第

十

二

号

の

編

集

者

は

、①

何

故

か

守

節

が

書

い

た

序

文

を

省

い

て

鶴

台

が

書

い

た

序

文

か

ら

始

め

て

い

ま

す

。

②

そ

し

て

鶴

台

が

書

い

た

本

文

の

末

尾

に

編

集

者

が

勝

手

に

「

宝

暦

四

年

冬

十

二

月

長

門

秦

守

節

」

と

書

き

込

ん

で

い

ま

す

。

こ

の

部

分

は

伊

藤

家

蔵

書

に

は

あ

り

ま

せ

ん

。

③

更

に

、

末

尾

の

山

科

榮

陽

が

書

い

た

二

行

を

省

い

て

い

ま

す

。

こ

れ

で

は

余

程

注

意

し

て

読

ま

な

い

と

「

三

の

逕

」

、

は

波

田

守

節

が

書

い

た

文

章

で

筆

跡

も

彼

の

も

の

だ

と

誤

解

し

て

し

ま

い

ま

す

。

そ

こ

で

、

今

回

、

須

佐

の

伊

藤

清

久

氏

か

ら

も

う

一

度

原

本

を

拝

借

し

て

、

原

本

通

り

守

節

が

書

い

た

序

文

を

加

え

、

鶴

台

が

書

い

た

本

文

の

後

に

挿

入

さ

れ

て

い

た

「

宝

暦

四

年

冬

十

二

月

長

門

秦

守

節

」

を

削

除

し

、

末

尾

の

山

科

榮

陽

の

文

章

を

入

れ

ま

し

た

。

こ

れ

で

編

集

上

の

最

大

の

問

題

は

解

決

し

ま

し

た

が

、

そ

の

外

に

も

色

々

改

良

す

べ

き

点

が

発

見

さ

れ

ま

し

た

の

で

、

今

回

復

刻

に

当

っ

て

は

、

出

来

る

だ

け

伊

藤

家

蔵

書

の

原

本

に

忠

実

に

書

き

改

め

元

の

姿

を

取

り

戻

す

こ

と

に

し

ま

し

た

。



１

ま

ず

文

章

の

標

題

は

三

の

逕

序

で

は

な

く

三

、

「

」

「

の

逕

」

と

修

正

し

ま

し

た

。

２

「

温

故

」

は

原

文

を

読

み

や

す

く

す

る

た

め

に

、

、
原

文

の

文

字

、

送

り

仮

名

な

ど

を

常

用

漢

字

、

現

代

仮

名

遣

い

に

直

し

て

い

ま

す

。

今

回

は

漢

字

を

出

来

る

だ

け

原

文

の

漢

字

に

も

ど

し

ま

し

た

。

例

え

ば

原

文

の

「

猶

」

を

「

温

故

」

が

「

尚

」

と

表

「

」

。

、

記

し

た

個

所

は

猶

に

戻

し

ま

し

た

し

か

し

起

源

が

同

じ

「

處

」

と

「

処

」

は

同

一

文

字

と

見

な

し

ま

し

た

。

仮

名

遣

い

、

送

り

仮

名

は

旧

仮

名

遣

い

の

ま

ま

原

文

通

り

に

書

き

改

め

て

復

刻

し

ま

し

た

。

３

．

唯

一

「

有

之

（

こ

れ

あ

り

「

無

之

（

こ

れ

」

）
、

」

な

く

）

な

ど

返

り

点

が

必

要

な

個

所

は

読

解

が

難

し

い

の

で

現

代

文

風

に

表

記

し

ま

し

た

。

４

「

温

故

」

に

は

誤

読

、

欠

落

個

所

が

可

成

り

あ

り

．
ま

し

た

が

全

て

修

正

、

補

筆

し

ま

し

た

。

５

．

以

上

の

修

正

点

は

全

て

朱

書

し

て

比

較

出

来

る

よ

う

に

し

ま

し

た

。

６

．

な

お

、

原

文

に

付

け

ら

れ

た

ル

ビ

も

復

刻

し

ま

し

た

。

ル

ビ

は

旧

仮

名

遣

い

で

、

鶴

台

、

守

節

、

榮

陽

蔵

の

三

人

の

う

ち

、

誰

が

付

け

た

も

の

か

判

り

ま

せ

ん

。

そ

れ

で

現

代

仮

名

遣

い

に

し

ま

し

た

。

例

え

ば

「

而

立

」

は

原

文

で

は

「

ジ

リ

ウ

」

で

す

が

広

辞

苑

に

は

「

ジ

リ

ュ

ウ

」

で

は

な

く

「

じ

り

つ

」

と

な

っ

て

い

ま

す

の

で

「

じ

り

つ

」

と

し

、

ま

し

た

。

享

保

７

．

原

文

で

は

鶴

台

が

書

い

た

序

文

の

日

付

は

「

」

と

な

っ

て

い

ま

す

。

し

か

し

、

享

保

元

戊

午

春

年

（

一

七

一

六

）

か

ら

二

十

年

（

一

七

三

五

）

の

享

保

年

間

に

は

戊

午

の

年

は

あ

り

ま

せ

ん

。

戊

午

は

元

文

三

年

（

一

七

三

八

）

で

す

。

所

で

瀧

鶴

台

は

宝

永

六

年

（

一

七

〇

九

）

生

ま

れ

、

「

（

）

で

す

が

序

文

の

中

に

今

年

而

立

＝

三

十

才

に

及

び

ぬ

」

と

書

か

れ

て

い

ま

す

か

ら

、

こ

の

文

章

は

一

七

三

八

年

、

つ

ま

り

元

文

三

年

に

書

か

れ

元

文

戊

午

た

も

の

で

し

ょ

う

。

私

達

は

日

付

は

「

(

一

七

三

八

)

」

が

正

し

い

と

思

い

ま

す

。

波

田

春守

節

が

写

本

し

た

時

に

書

き

間

違

え

た

の

で

し

ょ

う

。

「

温

故

」

編

集

者

も

日

付

の

間

違

い

に

気

付

い

た

ら

し

く

「

」

と

、

享

保

戊

申

十

三

年

(

一

七

二

八

)

修

正

し

て

い

ま

す

。

し

か

し

、

こ

の

日

付

で

は

序

文

と

合

わ

な

い

し

、

幾

ら

鶴

台

が

優

秀

な

青

年

で

あ

っ

た

と

し

て

も

十

九

才

で

は

こ

の

文

章

は

書

け

な

か

っ

た

で

し

ょ

う

。

「

三

の

逕

」

は

徳

山

の

マ

ツ

ノ

書

店

か

ら

刊

行

さ

れ

た

「

長

周

叢

書

」

全

２

巻

（

村

田

清

風

の

孫

の

村

田

峯

次

郎

編

）

に

収

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

そ

こ

に

も

波

田

守

節

の

序

文

が

付

け

ら

れ

て

い

ま

す

か

ら

、

出

典

は

鶴

台

の

筆

に

な

る

原

本

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

し

か

し

、

波

田

守

節

の

写

本

は

何

処

に

あ

る

の

か

は

判

り

ま

せ

ん

。

伊

藤

家

蔵

書

の

「

三

の

逕

」

で

気

に

な

る

の

は

、

第

一

頁

冒

頭

に

捺

さ

れ

た

落

款

で

す

。

上

の

字

は

「

波

」

の

字

を

左

に

、

裏

か

ら

見

た

「

波

」

を

右

に

配

し

た

デ

ザ

イ

ン

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

下

は

「

田

」

と

見

え

ま

す

。

若

し

、

こ

の

落

款

が

「

波

田

」

で

あ

れ

ば

、

伊

藤

家

蔵

書

こ

そ

が

波

田

守

節

の

自

筆

だ

と

い

う

事

に

な

り

ま

す

。

で

は

最

後

の

頁

の

「

山

科

榮

陽

」

が

書

い

た

二

。

。

行

の

文

章

は

一

体

何

か

こ

れ

は

今

の

と

こ

ろ

謎

で

す

瀧

鶴

台

に

つ

い

て

は

「

防

長

医

学

史

」

一

一

二

頁

以

下

に

詳

し

く

紹

介

さ

れ

て

い

ま

す

。

こ

こ

で

は

『

近

世

防

』

。

長

人

名

辞

典

一

五

五

頁

以

下

を

全

文

ご

紹

介

し

ま

す

長

愷

弥

八

鶴

台

引

『

名

は

、

字

は

、

と

号

す

。

本

生

は

頭

宝

永

六

年

萩

に

生

氏

、

父

市

右

衛

門

の

一

子

な

り

、

幼

に

し

て

頴

敏

、

学

を

好

む

。

藩

医

養

う

る

。

瀧

養

正

て

其

の

姓

を

冒

さ

し

む

。

初

め

小

倉

尚

斎

に

師

事

し

、

の

ち

山

県

周

南

に

従

学

す

。

業

成

り

て

邑

主

毛

利

右

田

広

政

に

聘

せ

ら

れ

居

る

こ

と

九

年

、

そ

の

地

子

弟

に

教

う

。

享

保

中

江

戸

に

役

し

服

部

南

郭

の

門

に

遊

ぶ

。

名

声

大

い

に

興

る

。

の

ち

再

び

右

田

に

帰

り

、

ま

た

長

崎

に

遊

び

更

に

江

戸

に

赴

き

て

、

帷

を

下

し

従

学

者

日

に

進

む

。

既

に

し

て

藩

主

召

し

て

儒

家

に

列

し

毛

利

重

就

世

子

に

授

け

し

む

。

明

和

二

年

禄

を

給

し

に

班

大

組

士

し

と

す

。

江

戸

に

在

る

多

年

、

交

友

広

く

名

声

益

侍

講

々

揚

が

る

。

列

藩

主

の

延

請

す

る

者

皆

師

賓

の

禮

を

も

っ

て

之

を

待

つ

。

米

沢

侯

上

杉

治

憲

優

待

尤

も

至

る

。

。

鶴

台

の

学

安

永

二

年

正

月

二

十

四

日

歿

。

年

六

十

五

広

汎

に

し

て

四

部

の

書

は

勿

論

旁

国

史

律

令

和

歌

に

及

ぶ

。

藩

主

重

就

屡

々

召

し

て

治

道

を

問

う

。

最

も

仏

学

に

精

し

く

医

術

を

窮

め

、

ま

た

書

に

。

著

す

所

文

集

十

卷

、

一

卷

、

九

州

紀

行

一

卷

、

老

子

抄

そ

の

他

三

之

逕

あ

り

。

昭

和

三

年

十

一

月

十

日

特

旨

正

五

位

を

贈

ら

る

』
。

瀧

鶴

台

の

妻

た

け

（

世

良

氏

）

も

賢

夫

人

と

し

て

有

名



で

尋

常

小

学

校

修

身

巻

四

に

次

の

よ

う

な

文

章

が

あ

り

ま

し

た

。

『

第

十

九

よ

い

習

慣

を

造

れ

よ

い

習

慣

を

造

る

に

は

つ

ね

に

自

分

を

ふ

り

か

へ

つ

て

見

て

、

善

い

行

を

つ

と

め

、

わ

る

い

行

を

さ

け

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

滝

鶴

台

の

妻

が

或

日

た

も

と

か

ら

赤

い

毬

を

落

し

ま

し

た

。

鶴

台

が

あ

や

し

ん

で

た

づ

ね

ま

す

と

、

妻

は

顔

を

あ

か

く

し

て

「

私

は

あ

や

ま

ち

を

、

し

て

後

悔

す

る

こ

と

が

多

う

ご

ざ

い

ま

す

。

そ

れ

で

あ

や

ま

ち

を

少

く

し

よ

う

と

思

ひ

、

赤

い

毬

と

白

い

毬

を

造

つ

て

た

も

と

へ

入

れ

て

お

き

、

わ

る

い

心

が

起

る

と

き

に

は

、

赤

い

毬

に

糸

を

巻

き

そ

へ

、

善

い

心

が

起

る

と

き

に

は

、

白

い

毬

に

糸

を

巻

き

そ

へ

て

ゐ

ま

す

。

初

の

う

ち

は

赤

い

方

ば

か

り

大

き

く

な

り

ま

し

た

が

、

今

で

は

両

方

が

や

つ

と

同

じ

程

の

大

き

さ

に

な

り

ま

し

た

。

け

れ

ど

も

白

い

毬

が

赤

い

毬

よ

り

大

き

く

な

ら

な

い

の

を

は

づ

か

し

く

思

ひ

ま

す

」

と

い

つ

て

、

別

に

。

白

い

毬

を

出

し

て

鶴

台

に

見

せ

ま

し

た

。

自

分

を

ふ

り

か

へ

つ

て

見

て

、

善

い

行

を

つ

と

め

る

こ

と

は

初

は

苦

し

く

て

も

、

習

慣

と

な

れ

ば

さ

ほ

ど

に

感

じ

な

い

や

う

に

な

る

も

の

で

す

』
。

波

田

守

節

に

つ

い

て

は

「

温

故

」

の

「

三

の

逕

」

の

末

尾

に

解

説

が

付

い

て

い

ま

す

の

で

省

略

し

ま

す

。

以

下

幕

末

に

活

躍

し

た

波

田

与

一

（

兼

明

、

温

人

）

ま

で

の

波

田

家

の

系

譜

を

辿

る

と

次

の

通

り

で

す

。

第

代

与

一

郎

重

内

)

（

）

（

、

兼

厚
兼

任

、

有

則

、

18

女

子

女

子

女

子

(

与

市

)

守

節

（

第

代

）

（

東

作

）

兼

虎

須

佐

町

誌

１

４

５

頁

参

照

19

徳

実

松

之

介

女

子

（

第

代

）

通

（

第

代

）

兼

強

東

吉

、

東

九

郎

、

東

介

文

助

20

21

【

注

】

通

と

兼

強

は

兄

弟

）

（

）

(

第

代

兼

資

義

方

千

吉

、

八

三

郎

、

太

郎

右

衛

門

22

第

代

兼

敬

与

八

兼

行

)
(

）

（

、

敬

之

、

権

五

郎

、

熊

介

23
第

代

）

兼

明

（

、

温

人

）

(

与

市

兼

善

、

八

助

24

最

後

に

山

科

榮

陽

と

は

誰

か

。

山

科

眞

通

（

字

玄

牝

、

し

ん

つ

う

ひ
ん

号

太

室

、

一

七

三

八

ー

一

七

八

九

「

須

佐

育

英

館

」

。

頁

）

の

事

で

し

ょ

う

か

。

未

だ

確

認

で

き

な

い

で

居

66ま

す

。

捺

さ

れ

て

い

る

落

款

は

「

玄

牝

」

で

は

な

い

で

ひ
ん

し

ょ

う

か

。

こ

の

「

三

の

逕

」

は

多

く

の

謎

が

未

解

明

で

す

。

「

復

刻

あ

と

が

き

」

は

と

し

て

、

今

後

の

研

V
er.1

、

。

究

で

解

明

の

都

度

版

を

改

め

た

い

と

思

い

ま

す

（

栗

山

展

種

記

）


